
詩の政治学

諭

説

詩
の
政
治
学

|
|
イ
ギ
り
☻
・
ロ
マ
fi
主
義
政
治
思
想
ー
ー

岩

次

目

は
じ
め
に

第

I
軍
時
代
の
精
神

ω
フ
ラ
シ
ス
革
命
と
ロ
マ

γ
派

ω
産
業
革
命
と
ロ
マ

γ
派

川

w
践
会
改
革
と
ロ
マ

γ
派

第
E
寧
時
の
精
神

ω
ロ
ー
ル

p
ヲ
ジ

ω
ワ
1
ズ
ワ
ス

ωγ
晶

p
l

第
E
寧
蹄
の
政
治
学

ω
共
同
体
の
時
化

ω
コ
ー
ル

p
ヲ
ジ

凶

ヲ

1
ズ
ワ
ス

回

サ

ウ

ジ

l

ω
改
革
の
静
化

l
l
v
S
P
I
l
l

お
わ
り
に

岡

中

正
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に
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こ
れ
ま
で
の
政
治
思
想
に
お
け
る
ロ
マ

γ
主
義
研
究
を
、
た
と
え
ば
文
学
に
お
竹
る
ロ
マ

γ
主
義
研
究
と
般
べ
て
み
る
と
、
文
学
と
し

て
の
ロ
マ

γ
主
義
へ
の
高
い
関
心
と
研
究
の
蓄
積
に
対
し
て
、
政
治
思
想
と
し
て
の
ロ
マ

y
主
義
に
対
し
て
は
関
心
が
低
い
か
、
あ
る
い

は
関
心
が
あ
っ
て
も
、
た
と
え
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
反
動
的
階
級
感
脱
、
機
会
原
民
齢
、
ナ
チ
ズ
ム
の
札
一
郎
、
市
民
草
命
と
産
業
革
命
へ

の
挫
折
の
聞
い
艇
と
い
っ
た
概
ね
消
極
的
否
定
的
評
価
で
あ
お
~
。
こ
の
よ
う
な
、
政
治
と
文
学
に
お
け
る
ロ
マ

γ
主
義
評
価
の
分
裂
、
あ

る
い
は
ロ
マ

γ
主
義
政
治
思
想
へ
の
一
定
の
限
ら
れ
た
視
角
に
対
し
て
、
ハ
た
と
え
ば
キ
l
ツ
の
よ
う
な
例
外
を
除
け
ば
〉
積
極
的
に
政
治
に

関
与
し
多
様
な
政
治
的
意
見
を
表
明
し
つ
づ
け
た
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ

γ
主
義
者
た
ち
を
、
何
よ
り
も
先
ず
、
フ
ラ

γ
丸
草
命
、
産
業
革
命
、

議
会
改
革
の
時
代
と
時
代
精
神
の
中
で
一
個
の
思
想
と
し
て
客
観
的
に
そ
の
全
体
像
と
特
徴
を
で
き
る
限
り
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
本
論
は
、
こ
れ
ま
で
私
が
一
次
資
料
に
よ
っ
て
行
な
っ
て
き
た
個
々
の
イ
ギ
リ
丸
・
ロ
マ

γ
派
の
政
治
思
想
の
個
別
研
究
を

集
約
し
て
、
政
治
思
想
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ

γ
主
義
の
全
体
把
握
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
り
只
・
ロ
マ

γ
主
義
に
関
す
る

こ
れ
ま
で
の
私
の
個
別
研
究
と
し
て
は
、

2
1
7
5
2
g
o
-
g
o
H
2
2配偶
0・H
3
2
M愛
し
の
初
期
政
治
義

ω二
つ

の
『
俗
人
説
教
』
期
の
コ

I
ル
リ
ッ
ジ
の
政
治
札
一
郎
、
凶
暴
会
と
国
家
』
を
中
心
と
す
る
完
成
期
の
コ
l
ル
リ
ヅ
ジ
の
政
治
聞
い
齢
、
制

『シ

γ
ト
ラ
協
定
論
』
に
お
け
る
ワ
l
ズ

1
3
-
z
g
g同雪
0
2
F
H
3
C
I
g
-
〉
の
政
治
思
松
山
W
M

W
政
治
思
想
・
歴
史
思
想
の
面

で
の
コ

1ル
リ
ッ
ジ
と
シ

F
1
9
0
8可思一色。
ωE-a-qお
よ
∞
MM-v
の
比
此
制
、
同
『
ト
マ
九
・
モ
ア
卿
』
に
お
け
る
サ
ウ
ジ

1

90vgg
EZ53tEω
・
〉
の
政
治
回
総
が
あ
る
1

こ
れ
ら
を
基
礎
と
七
な
が
ら
、
第
l
寧
「
時
代
の
精
神
」
で
は
、

ロマ

γ
派



が
対
決
す
べ
き
時
代
精
神
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
第

1
章
「
詩
の
精
神
」
で
は
、
時
代
の
精
神
に
対
す
る
克
服
策
と
し
て
ロ
マ

γ
派
が
提

起
し
た
詩
の
精
神
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
第

E
章
「
詩
の
政
治
学
」
で
は
、
ロ
マ

γ
派
が
こ
の
詩
の
精
神
を
ど
の
よ
う
に
政
治
思
想
に
翻

訳
し
結
実
さ
せ
た
の
か
、
と
い
う
視
角
か
ら
ロ
マ

γ
主
義
政
治
思
想
に
接
近
し
た
い
。
も
と
よ
り
イ
ギ

p
ス
・
ロ
マ

γ
派
は
そ
の
多
様
性

を
特
徴
と
し
、
本
論
の
基
礎
を
な
す
上
述
の
私
の
論
文
に
用
い
ら
れ
た
資
料
も
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
コ

1
ル
p
y

ジ
、
ワ

1
ズ
ワ
丸
、
サ
ウ
ジ
l
、
ジ
ェ
リ
1
の
政
治
思
想
を
右
の
視
角
か
ら
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
啓
蒙
主
義
思
想
批
判
と
い
う
基

本
的
枠
組
の
中
で
ロ
マ

γ
主
義
が
政
治
思
想
と
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
と
構
造
を
も
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
急
進
主
畿
、

功
利
主
義
、
保
守
主
義
と
い
っ
た
同
時
代
の
政
治
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。

詩の政治繋

注(

1

)

今
中
次
麿
『
政
治
学
説
史
』
ハ
日
本
評
論
社
、
昭
和
六
年
〉
九
i
一
O
頁。

ハ2
〉
カ
ー
ル
・

γ
ユ
司
、
、
タ
ト
ハ
大
久
保
和
郎
訳
〉
『
政
治
的
ロ
マ

γ
主
義
』
ハ
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
O
年
〉
二
三
i
二
八
頁
、
お
よ
び
九
八
i
一一一一

六
頁
ハ
「
ロ
マ

γ
主
識
の
原
因
歯
的
構
造
b
。

ハ3
〉
ピ
1
タ
l
・
グ
ィ
1
レ
ヲ
ク
ハ
西
城
信
怒
『
ロ
マ
シ
派
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
へ
』
ハ
紀
伊
国
屋
魯
脂
、
一
九
七
三
年
〉
の
第
E
軍
、
特
に
三
五
頁
彦
照
。

(
4
〉
水
田
洋
・
珠
枝
「
ウ
ィ
l
y
体
制
期
の
思
想
」
ハ
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
』
路
、
岩
渡
魯
脂
、
一
九
七
O
年
、
所
収
〉
三
八
ニ
ー
一
一
一
八
三
頁
。

(
5
V

ロマ

γ
主
義
政
治
思
想
へ
の
一
般
的
評
価
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ヨ
ウ
ル
V
1
d
y
の
初
期
政
治
思
想
」
ハ
『
政
治
研
究
』
第
一
一
-
号
、
一
九
七
三

年
〉
一

o
-
i
一
O
ニ
頁
彦
照
。
ま
た
、
ロ
ー
ル

p
y
ジ
の
政
治
・
社
会
思
想
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
問
、
一

O
五
i
一
O
六
買
、
注
ハ

uvお

よ
ぴ
ハ
時
〉
i
ハ
幻
〉
彦
照
、
ヲ
1
ズ
ワ
ス
の
政
治
・
社
会
思
想
の
研
究
史
お
よ
び
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
司
γγ
ト
ラ
協
定
論
』
に
お
の

け
る

w
・ヮ
I
ズ
ワ
ス
の
政
治
思
想
」
(
『
熊
本
法
学
』
第
三
十
号
、
一
九
八
一
年
〉
三
九
頁
お
よ
び
ニ
ニ
一
頁
、
実
3
v
、ハ
4
〉
、
ハ
6
挙
時
制

(

6

)

拙
稿
「
ヨ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
初
期
政
治
思
想
」
角
政
治
研
究
』
第
三
号
、
-
九
七
三
宅
一

0
0
1
ご
二
七
頁
。
〉
以
下
、
第
五
考
と
略
党
側

ハ7
V

拙
稿
「
二
つ
の
『
俗
人
説
教
』
に
お
け
る
コ
ウ
ル
p
ヲ
ジ
の
政
治
思
想
」
ハ
『
政
治
研
究
』
第
一
一
一
一
号
、
一
九
七
五
年
、
一

0
7
3
一ニ

O
貰
。
)
細
川

以
下
、
第
二
飴
考
と
略
す
。

m.



 

 

説

ハ8
〉
拙
稿
「

s
・
T
・
2
1
ル

p
ヲ
ジ
『
教
会
と
国
家
』
論
1
1
2
1
ル
リ
ッ
ジ
政
治
思
想
続
篇
|
|
」
ハ
『
政
治
研
究
』
第
二
四
・
二
五
合
併
号
、

一
九
七
八
年
、

-
i五
六
頁
。
〉
以
下
、
第
三
輪
考
と
略
す
。

ハ9
〉
拙
稿
ヨ
u
r
y
ト

-v協
定
歯
』
に
お
け
る
W
・ヮ
l
ズ
ヲ
ス
の
政
治
思
想
」
ハ
『
熊
本
法
学
』
第
三
十
号
、
一
九
八
一
年
、
ニ
一
七

1
二
五
一
頁
。
〉

以
下
、
第
四
輪
考
と
略
す
。

ハ
叩
〉
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ

γ
主
裁
政
治
思
想
覚
え
魯
l
l
v
a
p
lと
2
1
ル

p
ヲ
ジ

l
l」
ハ
『
熊
本
法
学
』
第
三
十
六
号
、
-
九
入
三
年
、

一
八
五

i
ニ
一
一
一
具
。
〉
以
下
、
第
五
輪
考
と
略
す
。

ハ
U
)
拙
稿
「
R
・
ザ
ウ
ジ
1
政
治
思
想
覚
え
密
」

Q
熊
本
法
学
』
第
四
十
二
号
、
一
九
八
四
年
、
四
一

i
六
六
頁
J
以
下
、
第
六
論
考
と
略
す
。
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論

第

I
章

時
代
の
精
神

ロ
マ

y
主
義
が
反
逆
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
啓
蒙
主
義
思
想
は
散
文
の
時
代
精
神
で
あ
る
。
コ
ー
ル
リ
ヲ
ジ
の
次
の
よ
う
な
要
約
は
そ

の
本
質
を
射
抜
い
て
い
る
。

「
無
情
と
い
う
点
で
は
同
じ
、
感
傷
に
か
わ
る
無
情
な
軽
薄
さ
、
古
代
へ
の
無
知
な
軽
蔵
、
道
徳
的
自
己
訓
練
の
無
視
、
自
然
的
敬
度

と
い
う
さ
ほ
ど
内
省
的
で
な
い
形
式
に
お
い
て
で
さ
え
も
存
在
す
る
宗
教
的
感
覚
の
死
滅
、
神
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
慰
め
と
秘
密
の
再
生
に

対
す
る
軽
蔑
に
満
ち
た
非
難
、
人
間
本
性
を
蒸
発
さ
せ
て
得
ら
れ
る
残
津
と
し
て
の
強
欲
、
軽
率
、
持
猛
、
ず
う
ず
う
し
さ
と
い
う
フ
ラ

γ
九
的
也
一
肌
。
」

コ
ー
ル

p
v
ジ
は
こ
の
時
代
精
神
の
持
ち
主
た
ち
、
つ
ま
り
「
悟
性
の
人
」
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
よ
び
か
け
る
。

「
汝
は
石
に
検
に
な
れ
と
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
放
は
自
分
で
分
類
し
て
置
い
た
と
こ
ろ
に
花
に
咲
け
と
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る

か
。
:
:
:
も
し
名
前
を
造
り
出
し
た
り
覚
え
た
り
す
る
の
が
汝
の
楽
し
み
な
ら
、
さ
ら
に
整
理
、
分
類
し
、
じ
っ
く
り
見
つ
め
、
引
き
裂

き
、
ち
ょ
う
E
猿
が
鏡
の
う
し
ろ
に
手
を
ま
わ
す
よ
う
に
、
〈
生
命
〉
を
求
め
て
〈
死
〉
の
淵
を
の
ぞ
き
こ
む
が
い
…
ぱ
o

」



ワ
l
ズ
ワ
九
も
ま
た
、
「
部
分
的
な
目
先
の
結
果
を
模
索
す
る
生
意
気
な
使
富
山
容
で
あ
る
悟
性
の
時
代
精
神
に
よ
っ
て
、
人
聞
か
ら

想
像
力
、
感
受
性
、
情
念
、
熱
狂
そ
れ
に
「
情
緒
の
恥
が
」
つ
ま
り
心
の
活
力
の
一
切
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
お
。
啓

蒙
主
義
の
時
代
精
神
に
よ
っ
て
生
命
は
失
わ
れ
、
知
性
は
分
解
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

啓
蒙
主
義
に
よ
っ
て
分
解
し
た
の
は
知
性
だ
け
で
は
な
い

0
2
1
7
J
Z
5
Fと
よ
び
そ
の
先
験
的
認
撃
を
基
本
的

に
「
誤
っ
て
ゐ
る
」
と
し
て
経
験
主
義
の
側
に
立
丸
山
山
J
・

s
・
ミ
ル
で
さ
え
、
十
八
世
紀
フ
ラ
Y

九
哲
学
者
た
ち
が
、
永
続
的
政
治
社

会
の
本
質
的
条
件
と
し
て
、

ω社
会
が
市
民
に
対
し
て
施
す
終
生
に
わ
た
る
教
育
組
織
、

ω
「
何
等
か
の
形
に
於
て
恭
順
ハ
色
白
色
g
o
o
)

又
は
忠
節
。
。
司
包
号
〉
の
存
在
す
る
こ
と
」
と
と
も
に
、
倒
「
同
一
の
社
会
ま
た
は
国
家
の
成
員
の
聞
に
存
在
す
る
強
力
な
活
畿
な
結
合

の
原
理
」
を
見
落
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

μ。
経
験
主
義
一
哲
学
を
背
景
と
し
自
然
権
論
を
出
発
点
と
す
る
近
代
的
個
我
の
確
立
過
程
は

同
時
に
、
原
子
論
的
社
会
構
造
の
完
成
過
程
で
あ
り
、
社
会
的
紐
帯
の
崩
壊
の
過
程
で
あ
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
フ
ラ

γ
ス
革
命
に

お
け
る
ジ
ャ
コ
パ

γ
主
義
を
経
て
功
利
主
義
の
社
会
観
に
お
い
て
そ
の
極
に
遥
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
啓
蒙
主
義
と
そ
の
後
継
者
で
あ
る
功
利
主
義
の
時
代
精
神
は
、
歴
史
上
、

ωフ
ラ

γ
九
草
命
、

ω産
業
革
命
お
よ
び
、

議
会
改
革
運
動
の
中
に
具
体
的
に
現
れ
る
。
詩
人
た
ち
が
こ
れ
ら
の
事
件
を
い
か
に
受
け
と
め
、
こ
れ
ら
の
事
件
が
ロ
マ

γ
主
義
思
想
の

形
成
の
上
で
ど
の
よ
う
な
契
機
と
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

時の政治学

フ

ラ

ン

ス

草

命

と

ロ

マ

ン

派

〉

8
0 

コ

1
7
J、
ヮ

1
5ス
、
サ

3
1
2第
一
世
代
の
ロ
マ

γ
派
詩
人
た
ち
が
、
若
い
時
期
に
フ
ラ
γ
兵
器
思
閣
の
洗
礼
を
仰

受
け
た
イ
ギ
P
丸
・
ジ
ャ
コ
バ

γ
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
サ
ウ
ジ
ー
ら
と
と
も
に
「
枇
対
常
戦
即
」
計
画
鰍

に
参
加
し
た
初
期
ヨ

1ル
P
Jの
ジ
ャ
コ
バ

γ
主
義
は
、
基
本
的
に
は
ハ

1ト
P1ハ
ロ
・
出
向
巴
0
5、
プ

p
l
ス
ト

p
l
〈
ミ
岡
山
富
己
色
、
恥
い

‘‘E
E

，，
 a

唱・・・，
，.
E

、



説

ゴ
ド
ウ
ィ
Y
〈

d
q・
0
a
d弔
問
ロ
〉
ら
の
啓
蒙
主
義
哲
学
に
依
拠
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
コ
l
ル

p
y
ジ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
と
家
庭
愛
を
・

重
視
し
て
ゴ
ド
ウ
ィ

γ
と
の
違
い
を
明
確
に
し
、
自
ら
を
イ
エ
ス

H
ハ
1
ト
リ
1
体
系
の
側
に
立
つ
も
の
と
し
た
が
、
そ
の
基
本
的
立
場

.

7

v

v

晶

E
V
E
-
ズ
ム

は
、
認
識
論
で
は
観
念
連
合
論
、
人
間
観
で
は
人
間
理
性
の
完
成
性
を
信
じ
て
惑
の
原
因
を
環
境
に
帰
す
合
理
的
楽
観
的
人
間
観
、
歴
史

観
で
は
楽
観
的
進
歩
観
で
あ
り
、
こ
の
立
場
か
ら
フ
ラ
γ
ス
草
命
に
共
感
し
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
教
会
と
国
家
へ
の
批
判
を
行
な
丸
山
川
0

他
方
、
ワ
1
ズ
ワ
ス
も
『
序
曲
』
ハ
吋
V
O
M
V
H
O
T
邑
乙
に
よ
っ
て
も
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
ジ
ロ

γ
ド
派
の

M
・
ポ
l
ピ
ュ
イ
を
通
じ
て

フ
ラ

γ
九
草
命
に
共
鳴
し
た
が
、
『
ラ

γ
ダ
フ
主
教
へ
の
手
紙
』
ハ
F
O
R
R
S
昏
O
切印刷
V

8

0
同巴

g
e
R
可申
ω〉
に
表
明
さ
れ
た
初
期
共
和

主
義
一
は
ベ
イ

γ
9
E
S
や
ゴ
ド
ウ
ィ

γの
影
響
下
に
あ
お
}
0

し
か
し
、
フ
ラ

γ
九
草
命
が
掲
げ
た
理
念
と
現
実
と
の
ギ
ャ

γ
プ
|
|
つ
ま
り
自
由
の
唱
導
者
と
し
て
の
草
命
フ
ラ

γ
丸
と
自
由
の
圧

制
者
・
侵
略
者
と
し
て
の
フ
ラ
y
ス
ー
ー
に
対
す
る
失
望
か
ら
、
詩
人
た
ち
は
フ
ラ
Y
ス
革
命
へ
の
支
持
久
そ
の
哲
学
的
基
盤
で
あ
る

啓
議
主
義
哲
学
を
放
棄
す
る
に
至
る
。
た
と
え
ば
コ

1
ル
p
ヅ
ジ
は
、
一
七
九

0
年
代
後
半
か
ら
一
八

O
O年
前
後
に
か
け
て
次
第
に
宗

教
的
に
は
ユ
ユ
テ

p
ア
ユ
ズ
ふ
を
拾
で
て
原
罪
と
人
間
の
不
完
全
性
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
哲
学
的
に
は
観
念
連
合
論
や
必
然

論
を
否
定
し
、
ま
た
こ
れ
に
基
づ
く
楽
観
的
な
人
間
観
と
進
歩
史
観
を
も
放
棄
す
る
よ
う
に
な
っ
《
旬
。
こ
う
し
て
コ
ー
ル

P
ッ
ジ
は
ハ
ー

ト
p
l、
プ

p
l
ス
ト

p
ー
ら
の
哲
学
を
捨
て
、
ド
イ
ツ
哲
学
と
の
接
触
を
通
じ
て
独
自
の
ロ
マ

γ
主
義
哲
学
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
閉
じ
頃
、
ワ

1
ズ
ワ
ス
も
、
フ
ラ
γ
ス
革
命
の
現
実
の
う
ち
に
草
命
原
理
へ
の
背
教
と
自
由
の
挫
折
を
見
て
フ

円
四
》

ラ
y
ス
草
命
へ
の
共
感
を
捨
て
去
っ
た
の
で
あ
る
。

論

こ
れ
ら
詩
人
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
事
実
と
し
て
の
フ
ラ
γ
兵
革
命
に
対
す
る
批
判
か
ら
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
ジ
ャ
コ
バ

γ
主
義
の

分
析
と
批
判
へ
と
進
む
。
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
ジ
ャ
ヨ
パ

γ
主
義
を
ご
部
は
専
制
主
義
か
ら
、
ま
た
一
部
は
全
く
経
験
と
悟
性
に
属
す

円
四
》

る
対
象
に
誤
っ
て
適
用
さ
れ
た
抽
象
的
理
性
か
ら
成
る
雑
種
の
怪
物
」
と
定
義
し
た
。
さ
ら
に
コ

1
ル
p
ッ
ジ
に
よ
れ
ば
、
ル
ソ

1
の
政
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治
思
想
は
「
メ
タ
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
(
形
而
上
学
的
政
治
学
〉
、
つ
ま
り
「
社
会
契
約
」
や
「
自
然
権
」
と
い
っ
た
抽
象
概
念
を
紫
材
と
す

る
一
種
の
幾
何
学
と
も
云
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
ジ
ャ
コ
バ
γ
主
義
を
、
政
治
本
来
の
課
題
で
あ
る
「
蓋
然
性
」
や

「
状
況
と
便
宜
」
の
問
題
を
顧
み
ず
、
悟
性
と
感
覚
か
ら
切
り
離
さ
れ
人
間
と
社
会
の
具
体
性
か
ら
遊
離
し
た
「
抽
象
的
理
性
」
を
政
治

の
領
域
に
全
面
的
に
あ
て
は
め
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
し
て
拒
絶
す
る
の
で
払
伊

ま
た
、
ナ
ポ
レ
オ
γ
に
対
し
て
決
起
し
た
丸
ベ
イ
γ
人
民
を
反
ジ
ャ
ヨ
パ

γ
主
義
的
人
民
と
し
て
高
く
評
価
し
た
ワ
l
ズ
ワ
丸
に
よ
れ

ば
、
ス
ベ
イ
γ
人
民
が
想
像
力
と
道
徳
感
情
お
よ
び
宗
教
心
に
宮
ん
だ
人
民
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
フ
ラ

γ
九
啓
議
哲
学
は
「
不
信
心
の

え

せ

怪
鳥
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ジ
ャ
コ
パ

γ
は
「
感
情
を
も
た
な
い
似
非
哲
学
者
の
実
験
室
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
抽
象
的
原
理
へ
の
熱

狂
者
た
ち
」
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
詩
人
た
ち
は
、
偏
頗
な
時
代
精
神
が
、
フ
ラ
γ
ス
草
命
と
そ
の
指
導
理
念
で
あ
る
ジ
ャ
コ
バ
γ
主

義
の
よ
う
な
、
抽
象
的
理
性
め
絶
対
支
配
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

詩の政治学

ω
産
業
革
命
と
ロ
マ
ン
涙

啓
蒙
主
義
の
近
代
化
の
精
神
は
、
経
済
的
に
は
産
業
革
命
と
い
う
形
で
実
現
し
、
思
想
的
に
は
功
利
主
義
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
る
こ

と
に
な
る
。
産
業
革
命
の
い
ち
早
い
、
そ
し
て
も
っ
と
も
典
型
的
な
展
開
を
み
た
イ
γ
グ
ラ
γ
ド
に
お
け
る
ロ
マ

γ
派
詩
人
た
ち
に
と
っ

て
、
産
業
革
命
が
人
間
性
に
対
し
て
刻
む
も
っ
と
も
深
刻
な
災
禍
の
問
題
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
詩
人
た
ち
の
感
覚
は

こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
特
に
敏
感
で
あ
っ
た
。
ロ
マ
γ
派
に
と
っ
て
、
産
業
革
命
の
精
神
は
ま
ず
何
よ
り
も
マ
モ
ユ
ズ
ム
あ
る
い
は
商
業

精
柁
つ
ま
り
資
本
主
義
の
精
神
で
あ
っ
て
、
コ
ー
ル
ロ
ッ
ジ
哲
学
の
用
語
法
で
云
え
ば
「
民
間
」
の
時
代
精
神
で
あ
っ
た
。
詩
人
た
ち

は
こ
の
精
神
の
中
に
、
人
間
性
の
崩
壊
と
人
間
疎
外
の
狼
源
を
見
出
し
、
こ
の
産
業
革
命
へ
の
批
判
を
と
お
し
て
、
近
代
化
に
よ
っ
て
失

わ
れ
て
い
く
人
間
の
全
人
格
性
の
回
復
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
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説

コ
ー
ル
リ
ヅ
ジ
の
『
俗
人
説
教
』
ハ
』
h
ぬ
い
可

ess-H∞
H3
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
精
神
と
し
て
の
商
業
精
神
と
、

す
社
会
問
題
や
現
状
不
満
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
コ
ー
ル

p
ッ
ジ
は
、
対
仏
戦
争
後
、
急
進
主
義
者
が
ぽ
っ
と
す
る
時
代
の
混
乱
の
原

因
が
産
業
革
命
の
進
展
に
よ
る
労
働
者
の
経
済
的
窮
乏
に
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
窮
乏
の
原
因
が
商
業
精
神
の
過
剰
に
あ
る
と
し
た
。
コ
ー

ル
リ
ッ
ジ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
商
業
精
神
と
は
、
一
切
を
市
場
的
価
値
に
還
元
す
る
功
利
的
計
算
、
反
キ

p
ス
ト
教
的
で
自
己
満
足
の
機
械

論
哲
学
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
理
念
の
哲
学
、
宗
教
、
国
家
の
精
神
と
い
っ
た
平
衡
の
お
も
り
が
欠
如
し
て
い
る
点
が
時
代
の
最
大
の

欠
陥
な
の
で
払
初
。
つ
ま
り
コ

1
ル
リ
γ
ジ
に
よ
れ
ば
、
悟
性
一
は
本
来
、
「
中
間
的
目
的
に
対
す
る
手
段
の
乱
用
」
で
あ
り
、
ま
た
推
理

能
力
で
あ
っ
て
理
性
に
属
す
る
道
具
的
能
力
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
払
問
。

ロ
マ
γ
派
詩
人
た
ち
の
中
で
、
産
業
革
命
が
も
た
ら
す
社
会
問
題
に
も
っ
と
も
具
体
的
に
深
く
関
わ
っ
た
の
は
サ
ウ
ジ
ー
で
あ
っ
た
。

サ
ウ
ジ
1
は
『
ト
マ
う
モ
ア
卿
|
|
社
会
の
進
歩
と
展
望
に
関
す
る
対
話

l
I』
(
句
守

3
3
8
恵
三
宅
む
容
を
2

8
陣営

、3旬、
g
g
弘、3
噂

R
な
《
句
。
内
町
民
、

L
∞M
S
に
お
い
て
、
時
代
の
進
歩
の
不
可
避
性
を
認
め
つ
つ
も
、
モ
ア
の
口
を
借
り
て
時
代
の
病

弊
を
捌
出
し
批
判
す
る
。
そ
れ
は
、
一
方
で
労
働
者
の
経
済
的
窮
乏
、
児
童
労
働
、
事
実
上
の
奴
隷
制
、
犯
罪
の
増
加
、
大
都
市
化
の
弊

害
で
あ
り
、
他
方
で
拝
金
主
務
、
人
聞
を
人
間
と
し
て
で
は
な
く
生
産
動
物
と
し
て
見
る
A
・
九
ミ
兵
的
人
間
観
、
自
由
競
争
の
名
の
も

と
に
労
働
者
に
人
口
抑
制
を
強
い
る
マ
ル
サ
ス
理
論
で
あ
っ
d
~。

こ
の
よ
う
な
資
本
主
義
の
構
造
と
本
質
に
ま
で
迫
る
洞
察
と
産
業
革
命

批
判
の
徹
底
性
と
い
う
点
で
、
ザ
ウ
ジ

1は
社
会
主
義
者
オ

1
3
9
2ロ
ニ
共
感
さ
え
示
す
の
で
お
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
コ
ー
ル
り
ッ
ジ
ら
の
ロ
マ
γ
派
第
一
世
代
と
シ
エ
リ
I
の
政
治
的
態
度
に
つ
い
て
は
、
前
者
民
一
般
に
保

守
的
で
後
者
が
急
進
的
と
い
う
よ
う
に
対
照
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
産
業
革
命
と
商
業
精
神
へ
の
批
判
と
い
う
点
で
両
者
は
一
致
し
て
い

ハ

mv

る
。
近
代
精
神
の
覚
醒
と
い
う
点
で

U
J
a
p
-
は
啓
蒙
主
義
に
一
定
の
評
価
を
与
え
つ
つ
も
、
そ
れ
が
よ
っ
て
立
つ
「
理
性
」
(
ロ
ー
ル
P

ヲ
ジ
の
用
語
法
で
は
「
悟
性
」
)
は
た
ん
な
る
「
分
析
の
原
理
」
、
「
事
実
と
打
算
的
方
法
」
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
こ
の
評
価
に
限
定
を
加
え
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て
い
泌
。

γ
z
p
ー
に
よ
れ
ば
、
時
代
精
神
の
最
大
の
欠
陥
は
想
像
力
の
表
現
で
あ
る
詩
の
精
神
の
欠
如
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
立

門別》

法
者
・
改
革
者
と
し
て
の
詩
お
よ
び
詩
人
の
導
き
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
詩
に
よ
る
改
革
の
理

念
が
現
実
の
産
業
革
命
に
向
け
ら
れ
る
と
、
シ

z
p
l
の
批
判
は
労
働
者
の
窮
乏
化
、
公
債
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
貧
富
の
懸
隔
か
ら
資
本

ハお》

主
義
経
済
の
制
度
の
問
題
に
ま
で
及
ぶ
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
悟
性
的
時
代
精
神
へ
の
批
判
を
国
家
観
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
九
ミ
九
お
よ
び
マ
コ

1
レ
1

3
・
回
・
冨
E
m己
qv
に
対

立
し
た
サ
ウ
ジ
l
の
思
想
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
夜
警
国
家
観
批
判
で
あ
る
。
産
業
革
命
の
自
由
競
争
原
理
に
の
っ
と
っ
た
ウ
ィ

ッ
グ
の
マ
ヨ

1
レ
1
の
楽
観
的
な
夜
瞥
国
家
観
に
対
し
て
サ
ウ
ジ
ー
は
、
.
産
業
革
命
の
社
会
矛
盾
を
、
家
父
長
制
的
で
は
あ
る
が
、
公
債

や
公
共
事
業
な
ど
の
財
政
的
介
入
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
国
家
を
説
凡
鳩
o

こ
の
点
で
、
時
代
の
精
神
で
あ
る
商
業
精

内
野
》

神
に
対
抗
し
て
国
家
の
精
神
を
強
調
し
た
コ
l
ル
リ
ヲ
ジ
も
同
じ
発
想
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ロ
マ

γ
派
に
よ
る
時
代

精
神
批
判
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
時
代
再
生
の
た
め
の
国
家
の
再
構
築
を
め
ざ
す
か
と
い
う
ロ
マ

γ
派
の
政
治
思
想
に
連
続
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

以
上
、
産
業
革
命
と
商
業
精
神
に
対
す
る
ロ
マ

γ
派
の
批
判
は
、
よ
う
す
る
に
、
こ
れ
を
支
え
る
悟
性
の
時
代
精
神
の
過
剰
と
、
そ
れ

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
人
間
存
在
へ
の
侵
害
と
人
間
喪
失
に
対
す
る
危
機
感
に
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
マ

γ
派
は
、
こ
の
悟
性
の

精
神
を
決
し
て
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
間
と
時
代
へ
の
悟
性
の
全
面
的
か
つ
万
能
の
支
配
に
た
い
し
て
対
決
し
て
い
る
の
で
あ

る。
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(3) 

議
会
改
革
と
ロ
マ
ン
派

十
八
世
紀
に
ロ
ッ
ク
的
自
然
権
論
の
継
承
者
で
あ
る
急
進
主
義
者
に
よ
っ
て
荷
な
わ
れ
た
イ
ギ
リ
丸
一
議
会
改
革
運
動
は
、
十
九
世
紀
に



脱

は
い
る
と
功
利
主
義
に
荷
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
両
者
は
思
想
基
盤
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
自
然
権
論
か
ら
功
利
主
義
へ
と
い
う
時
代

精
神
の
う
ち
に
は
、
社
会
構
造
の
究
極
ま
で
の
細
分
化
、
個
人
化
、
原
子
化
と
い
う
一
貫
し
た
方
向
性
が
存
在
し
た
。
も
ち
ろ
ん
自
然
権

倫
も
功
利
主
義
も
同
時
に
社
会
構
成
の
原
理
で
あ
っ
て
、
前
者
は
社
会
契
約
に
よ
る
、
後
者
は
最
大
幸
福
原
理
に
よ
る
社
会
構
成
を
め
ざ

す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ロ
マ

γ
派
は
、
こ
れ
ら
の
思
想
の
本
質
を
、
近
代
化
に
伴
う
社
会
的
紐
帯
の
崩
壊
と
そ
の
機
械
的
再
構
成
の

う
ち
に
見
出
し
、
こ
れ
ら
と
は
全
く
異
な
る
方
向
で
の
社
会
の
再
構
成
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

コ
ー
ル

p
y
ジ
の
ベ

γ
サ
ム
批
判
の
論
点
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
ベ

γ
サ
ム
の
最
大
幸
福
原
理
が
基
本
的
に
数
量
的
人
間
観
に
よ
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ル
り
ヲ
ジ
に
よ
れ
ば
、
人
聞
を
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
そ
の
価
値
に
お
い
て
質
的
に
は
か
る
の
で
は

な
く
、
「
最
大
多
数
」
と
し
て
量
的
応
数
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
ま
た
無
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
の
完
全
な
質
的
平
等
を
前

提
と
し
て
社
会
を
平
等
な
個
々
人
の
単
純
総
計
と
み
な
す
功
利
主
義
の
原
子
論
的
社
会
観
に
対
し
て
も
、
ま
た
そ
の
政
治
的
帰
結
と
し
て

《
却
》

の
、
平
等
な
選
挙
権
を
前
提
と
す
る
代
議
制
に
よ
る
議
会
主
権
論
に
対
し
て
も

2
1
ル
p
ヲ
ジ
は
反
対
で
あ
っ
た
。
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、

『
教
会
と
国
家
』
ハ
。
‘
二
宮
。

sa吉
ミ
S
ミ
$
と
り
F
H
h
3
v
g弘
句
宮
古

L
g
e
に
お
い
て
コ
l
ル

p
ッ
ジ
は
、
国
家
の
理
念
を
多
元
的
勢

力
の
均
衡
に
求
め
て
い
る
。
コ
l
ル
リ
ヲ
ジ
に
よ
れ
ば
国
家
は
、
「
狭
義
の
国
家
」
に
お
け
る
「
進
歩
の
勢
力
」
と
「
永
続
の
勢
力
」
、
「
広

務
の
国
家
」
に
お
け
る
こ
の
「
狭
義
の
国
家
」
と
「
国
民
教
会
」
ハ

Z
E
S色
。

z
a
g、
そ
し
て
こ
れ
ら
「
狭
義
の
国
家
」
や
「
国
民
教

《

却

》

ヘ

会
」
な
ど
の
制
度
の
も
つ
「
現
実
の
力
」
と
他
の
「
潜
在
カ
」
、
な
ど
と
い
う
幾
重
も
の
均
衡
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
中
の
「
狭
義
の
国
家
」
に
す
ぎ
な
い
議
会
の
み
を
国
家
の
す
べ
て
と
考
え
、
そ
の
視
野
で
急
進
的
議
会
改
革
を
唱
え
識
会

主
植
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
英
国
憲
法
の
理
念
を
無
視
し
た
機
会
万
能
主
義
、
議
会
専
制
主
義
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
コ
l
ル
リ
ッ
ジ
は
考

論

え
る
の
で
あ
る
。

ワ
l
ズ
ワ
ス
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
彼
は
ス
ベ
イ
γ
社
会
の
構
想
と
い
う
点
で
ベ

γ
ザ
ム
と
対
極
の
立
場
に
あ
る
と
云
え
よ
う
。
ワ

I
ズ

〈熊法49 号'86) 90 



九
ベ
イ
γ
の
伝
統
的
共
同
体
の
前
近
代
性
を

む
し
ろ
評
価
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ベ

γ
サ
ム
は
功
利
主
義
原
理
の
普
遍
性
と
い
う
点
か
ら
九
ベ
イ
γ
の
近
代
的
改
革
派
を

支
持
い
切
。
ヮ
1
ズ
ワ
只
の
基
本
的
立
場
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
故
郷
の
湖
水
地
方
の
独
立
自
営
の
小
農
民
の
平
等
で
民
主
的
な
伝
統
的
共

同
体
を
理
想
化
し
た
も
の
で
あ
っ

d
。

イ
a
p
E
P

ま
た
、
後
に
述
べ
る
、
サ
ウ
ジ
l
の
種
々
の
社
会
政
策
の
源
泉
と
な
っ
た
国
家
像
は
、
調
和
の
と
れ
た
有
機
体
的
な
封
建
的
家
父
長
制

国
家
で
あ
っ
た
。
サ
ウ
ジ
ー
は
、
・
産
業
革
命
に
よ
っ
て
崩
壊
し
て
い
く
国
民
の
社
会
的
紐
帯
を
教
会
と
国
家
|
|
つ
ま
り
イ
ギ

p
ス
国
教

会
と
家
父
長
制
国
家
ー
ー
に
よ
っ
て
回
復
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
有
機
体
的
社
会
観
は
、
最
大
幸
福
の
実
現
の
た
め
に
議
会
改

革
を
め
ざ
す
哲
学
的
急
進
派
の
原
子
論
的
社
会
観
と
は
全
く
相
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ワ
広
が
、
『
シ

γ
ト
ラ
協
定
論
』
ハ
凶
E
t
n
s
e
Sな
S
ミ

町

営

H
S
H
8
3
に
み
る
よ
う
に
、

詩の政治学

γ
ェ
リ
l
の
『
議
会
改
革
に
関
す
る
哲
学
的
見
解
』

2
3
R
a
e
F
E
N
S
S
弐
同
急

3
L∞S
t
M
S
は
、
た
し
か
に
そ
の

タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
議
会
改
革
の
提
唱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
「
哲
学
的
」
基
礎
は
功
利
主
義
者
と
も
急
進
主
義
者
と
も
異
な
る
独
自

の
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
シ
エ
リ
l
の
議
会
改
革
論
の
基
礎
は
、
個
々
人
の
最
大
幸
福
の
機
械
的
総
和
と
し
て
の
社
会
の
幸
福
量
の
増

大
と
い
う
原
理
で
も
な
け
れ
ば
、
個
々
人
の
自
然
権
で
も
な
か
っ
た
。

U
J
Z
P
ー
に
よ
れ
ば
、
打
算
・
推
理
能
力
を
超
え
た
想
像
力
の
表

現
で
あ
る
詩
こ
そ
が
社
会
改
革
の
源
泉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
師
ゴ
ド
ウ
ィ

γ
や
フ
ラ

γ
ス
啓
議
思
想
を
超
え
る
、

詩
に
よ
る
無
限
の
改
革
が
三

P
1
の
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
み
。
さ
ら
に
ま
た
、
議
会
改
革
論
者
が
主
張
す
る
秘
密
投
票
制
に
つ
い
て

U
J
a
p
-
は
、
こ
れ
が
機
械
的
選
出
で
あ
る
と
批
判
し
、
選
挙
民
の
聞
に
想
像
力
に
よ
る
共
同
の
意
志
と
感
情
に
よ
る
結
び
つ
き
が
不
可

欠
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
社
会
構
想
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
一
一
種
の
ポ
リ
ス
共
同
体
的
社
会
観
で
あ
っ
て
、
ベ

γ
サ
ム

功
利
主
義
の
機
械
論
的
社
会
観
と
基
本
的
に
対
立
す
る
も
の
で
あ
お
~
。

こ
の
よ
う
に
ロ
マ

γ
主
義
者
た
ち
は
当
時
の
一
般
の
議
会
改
革
論
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
自
然
権
論
で
あ
れ
功
利
主
義
で
あ
れ
社
会

91 (熊法 49 号'86)

ま
た
、



脱

の
分
解
と
そ
の
機
械
的
再
構
築
の
構
想
に
対
し
て
、
ロ
マ

γ
主
義
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
意
識
に
よ
る
モ
デ
ル
化
の
違
い
は
あ
れ
、

全
く
異
質
の
レ
ベ
ル
で
の
社
会
の
有
機
的
再
構
築
、
新
た
な
共
同
体
の
創
造
を
め
ざ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
、
た
ん

に
復
古
的
と
か
急
進
的
と
か
い
う
現
象
商
で
の
違
い
を
こ
え
て
、
い
ず
れ
も
理
念
化
さ
れ
た
次
元
の
思
想
で
あ
っ
た
。

〈煎法49 号'86) 92 

論

最

後

に

、

時

代

の

精

神

を

ま

と

め

て

み

よ

う

。

カ

γ
ト
と
同
様
ハ
あ
る
い
は
そ
れ
に
倣
っ
て
〉
ヨ
l
ル
り
ッ

ジ
は
理
性
と
悟
性
を
区
別
す
る
。
コ
ー
ル

p
v
ジ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
悟
性
は
分
析
、
比
較
、
推
理
の
能
力
で
あ
り
、
理
性
は
究
極
的
目

的
で
あ
る
理
念
を
把
揮
し
そ
れ
自
身
が
理
念
と
一
体
の
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
こ
の
理
性
は
悟
性
と
感
覚
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
と
抽
象

的
理
性
と
い
う
一
一
種
の
幾
何
学
に
す
.
き
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
は
人
間
と
社
会
の
理
念
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
他
方
、
悟
性
は
そ

れ
自
身
で
は
理
性
・
理
念
の
光
に
よ
ら
な
い
で
は
存
立
で
き
な
い
、
い
わ
ば
理
性
の
道
具
に
す
.
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
区
分
か
ら
す
る
と
、

ωフ
ラ

γ
ス
革
命
、

ω産
業
革
命
、

ω議
会
改
革
と
い
う
形
で
歴
史
上
、
具
体
的
に
現
れ
た
時
代
精
神
の
な
か
で
、

ωフ
ラ

γ
兵
革
命
は

コ
1
ル
リ
ッ
ジ
の
い
わ
ゆ
る
「
抽
象
的
理
性
」
と
い
う
偏
頗
な
幾
何
学
の
支
配
で
あ
り
、

ωと
ωは
悟
性
万
能
の
精
神
の
支
配
で
あ
る
と

云
え
よ
う
。
前
者
は
、
自
由
・
平
等
・
権
利
な
ど
の
抽
象
的
原
理
を
、
悟
性
の
分
野
で
も
あ
る
政
治
の
領
域
に
誤
っ
て
全
面
的
に
適
用
し

た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
理
性
と
理
念
に
よ
る
導
き
を
失
っ
た
、
悟
性
の
み
に
よ
る
機
械
的
・
世
俗
的
精
神
の
全
面
的
支
配
で
あ
る
と

云
え
よ
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
主
観
的
と
客
観
的
と
の
両
極
端
に
走
っ
た
、
時
代
精
神
の
ニ
側
面
を
示
す
も
の
で
あ
お
~
。
こ
の
よ

う
な
誤
り
は
、
近
代
化
に
伴
っ
て
人
聞
が
知
性
の
全
体
性
を
喪
失
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
知
性
に
お
け
る
全
体

性
の
喪
失
は
同
時
に
、
社
会
構
成
に
お
け
る
全
体
性
の
喪
失
、
お
よ
び
社
会
の
機
械
的
無
機
的
な
再
構
成
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
以
上
の
時
代
精
神
に
対
す
る
詩
的
批
判
勢
力
と
し
て
の
ロ
マ

γ
派
が
主
張
し
た
こ
と
は
、
人
間
と
政
治
の
詩
化
一
|
|
高
次
元

に
お
け
る
理
念
化
l
ー
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
人
聞
に
お
い
て
は
知
性
の
全
体
性
の
回
復
、
政
治
に
お
い
て
は
共
同
体
の
静
化
や
改
革
の

コ
ー
ル

p
・γ
ジ
に
よ
っ
て
、



静
化
が
め
ざ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

詩の政治学

注ハ
1
v
ω
・
寸
・
。
。

-oEm0・吋四回。
ω
S
H
g自
信
正
富

g
a己
・
〈
以
下
、

ω・
冨
・
と
略
す
。
)
ハ
凶

3zpsaa
司
。
込
崎
久
俊
道
忠
弘
司

ehs・

。。

N3.島
町
会

gh・
F
h
a
e
g
g句"色

-sm・
同
・
当

Z
F
巴
芯

-
v
S旬
。
ロ
品
目
"
の
・
宅

-
a
t
3・
拙
訳
、

s
・
T
・
2

ウ
ル

p
ヲ
ジ

「
政
治
家
提
要
・
付
録
A
」

Q
政
治
研
究
』
第
二
-
号
、
-
九
七
三
年
〉
二
三
寛
容
照
。
ハ
但
し
、
本
働
で
は
一
部
改
訳
し
て
い
る
J

ハ
2
V
H
V
E
-
-
一号・

3Ida-
前
掲
拙
訳
二
三

i
一
三
二
一
良
彦
照
ハ
但
し
、
本
論
で
は
一
部
改
訳
し
て
い
る
。
〉

ハ
3
〉
巧
・

4qRedSMEr-J30
の
0
5
2
a
o
n
a
o
E
R
P
(以
下
、

Q
ロ
胃
"
と
略
す
〉
(
巧
-
M
・
回
・
0
4『
8

8
両日同・

4喝・

ω目
3
2
0
p・凶
Jr

』
M
3誌
gaq、
営
久
司
定
常
道
事
白
日
、

b
gュp
e
a
-
h
岡山主・〉
M
V
U
M
U
・

ハ
4
〉

H
Z
P
句・

ωMm-

(
5
〉
第
四
蹟
考
、
二
三
四

i
二
三
八
頁
参
照
。

ハ6
〉
同
・

ω・
窓
口
・

9
9
F
E開
0
・
令
長
崎

a尽
き
き
ミ
旬
。
宮
句

5
3』均一
R
F
S
N・

N
p
g
s同一
H
F
h
a・
同
色
合

g
g
h拘旬
。
え
嶋
崎
与

o
p
S
し
『
・
冨
・
同
o
r
g
P
E
S
-
〉匂・

Mg・
ハ
塩
尻
公
明
訳
『
ベ

γ
ザ
ム
と
コ
ー
ル

p
y
ヂ
』
有
斐
閥
、
昭
和
一
四
年
〉
一
-
ニ
買
。

ハ7〉

H
E
P
-
3・巴∞
tMM也
・
ハ
邦
訳
、
九
五
i
九
六
頁
。
〉

ハ
8
V
H
Z
F
署
・
ロ

ω
t
Mg・
ハ
邦
訳
、
一

O
三
i
-
O九
頁
。
)
・

ハ9
V

第
一
輪
考
、
〈
特
に
-
ニ
ニ

i
二

5
5彦
照
。
こ
の
論
文
は
、
プ

p
ス
ト
ル
僻
舗
な
ど
に
よ
っ
て
2
1
ル

p

，dy
初
期
政
治
思
想
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
コ
ー
ル
9
ヲ
ジ
が
ゴ
ド
ウ
ィ

γ
よ
り
比
較
的
、
ハ
ー
ト
P
1
に
依
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
初
期
コ

ー
ル

p
ヲ
ジ
が
ハ

1
ト
P
1
的
有
神
飴
に
よ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
潜
在
的
に
ヨ
l
ル

p
ヲ
ジ
の
う
ち
に
あ
っ
た
全
体
的
認
識
へ
の
傾
向
を

示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
の
も
の
ロ
マ
y
主
義
形
成
の
伏
線
を
な
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
・

ハ
叩
〉
ワ
1
ズ
ワ
ス
初
期
政
治
思
想
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
第
四
輪
考
、
ニ
ニ
一
頁
、
注
ハ
4
)彦
照
。

ハ
日
〉
第
一
愉
考
、
二
=
四

i
一
三
七
頁
彦
照
。

〈
昭
〉
フ
ラ
Y
ス
に
対
す
る
ヲ
1
ズ
ワ
ス
の
失
望
を
決
定
的
に
し
た
の
は
ナ
ポ
レ
オ
γ
の
ス
イ
ス
侵
攻
ハ
一
七
九
八
年
〉
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
芽
生
え
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税

た
ワ
1
ズ
ワ
ス
の
パ
ト

p
オ
テ
イ
ズ
ム
は
、
司
00目
ω
U
O品
目

g
Z内ご
o
Z色
。
白
色

H
E
8
8色
B
O
O
B向田

F
F
R
Q
-
c
g
H
I
M
g
S
に
表
明
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
ハ

m・4
『
・
国
民
岡
山
タ
旬
。
藷
hS崎
町
内
含
ヨ

s
h
h
e
n
b
H
h
oミ
3
0
8
3
3・呂田、
t
S吋・〉

ハ悶〉

ω・冨・・

3
・
8
t
E・
〈
前
掲
拙
訳
、
一
二
四
頁
。
〉

ハM
V

第
三
輪
考
、
五
i
九
頁
ハ
第

ω君
、
付
ジ
ヤ
コ
ピ
昌
ズ
ム
批
判
〉
審
照
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
叶
古
河
江
富
札
。
∞

out岡田
O
)

の
分
析
に

よ
っ
て
、
2
1
ル

9
ヲ
ジ
の
ジ
ヤ
コ
ピ
ユ
ズ
ム
批
判
、
ル
ツ
l
批
判
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ハ
時
〉
の
g
n
p
同MMM・MM∞
t
M
M
P
M
M・ωωω
・

(
時
〉
ヨ

l
ル
p
ヲ
ジ
に
お
け
る
「
悟
性
」
と
「
理
性
」
の
概
念
、
お
よ
び
そ
れ
と
カ
y
ト
と
の
異
聞
に
つ
い
て
は
、
第
二
歯
考
、
一
一
四
i
一
一
五

買
審
照
。

ハ
ロ
〉
第
二
輪
考
、
一

O
七
i
一一

O
頁。

ハ四〉

ω・
吋
・
。
。
-
R広岡
0

・
0
g
忌
偽

nsahHR同
会
話
応
、

HV偽
町
、

5
3
v
g
h
h
句

E
R
a
-
S
M・
0
o
H
g
o
p
s
a・
ハ
以
下
、

n・
hw
仰
と
略
す
〉

ハ
ヨ
向
。
。

N
N
R
E
5号
。
、

ug虫
色
斗
ぬ
い
喝
な
、
。
。
な
江
k
h
F
g
F
H
0
・〉

w-g・

(
四
〉
印
・
冨
・
・
回
M

・S
・
ハ
前
掲
拙
訳
、
一
二
八
頁
。
〉

ハ
却
〉
第
六
論
考
、
白
「
サ
ウ
ジ
l
と
産
業
革
命
」
の
中
の
特
に
五
三

1
五
六
買
参
照
。

ハ
mv
た
だ
し
、
ザ
ウ
ジ
ー
は
反
進
歩
主
義
で
も
な
け
れ
ば
社
会
主
義
者
で
も
な
い
。
サ
ウ
ジ
l
の
立
場
は
、
進
歩
の
不
可
避
性
を
認
め
つ
つ
社
会
矛

盾
の
修
正
を
説
く
改
良
主
義
で
あ
っ
て
、
宗
教
の
重
視
と
い
う
点
で
オ
1
品

y
と
は
決
定
的
に
異
な
る
。
サ
ウ
ジ
l
と
オ
l
z
y
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
第
六
論
考
、
五
六

i
五
七
頁
怠
照
。

ハ
m〉
MM・回・

ωvo--oF
〉

MMZ-o唱
E
g
-
-〈
向
。
唱
え
問
。
向
。
同
目
入
間
-
F
m唱
g

g
仏
毛
・
開
・

M
S
w
o
p
-
凶

J
Z
n。
語
、
同
町
常
事
委
ミ

hvqny

e
a
Z句
r-NNq"
の

o
a
g
p
g
L由
m
m・
g
h・
百
・
〉
ハ
以
下
、
同

V

・
河
・
と
略
す
〉
同
省
・
∞
t
H
0

・

ハ
幻
〉
】
M・回・

ωro--a・〉

u
a
2
8
0町
E
s
q・ハ河
-
F唱
S
S
R
-
d『・開・
MMSwee--e-s--g
h・
百
・
〉
ハ
以
下
、

u・
MM・
と
略
す
〉
回
M-HO也・

同M-H2・
上
田
和
夫
訳
「
時
の
擁
臨
」
〈
筑
摩
書
房
『
世
界
文
学
体
系
』
鈍

l
『
文
学
論
集
』
昭
和
四

O
年
〉
二
ハ
四
頁
、
一
七
七
頁
。

(
似
〉
戸
河
・
・

8
・邑
2
8・
u
-
m
b
-
E
0・
ハ
邦
訳
、
一
八

O
頁
〉
。
第
五
輪
考
、
∞
「
詩
と
改
革
」
ハ
一
九
四
i
ニ
O
O頁
〉
参
照
。

ハ
お
〉
第
五
輪
考
、
一
九
九
i
ニ
O
O頁。

ハ
お
)
第
六
鵠
考
、
六

0
3六
回
貰
。

論
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ハ
gvω
・
吋
・
。
。
宮
崎
町
品
開

0・〉
岡
、
ミ

ω
0
5
9
3
F向。。
S
S弘
司
。
、
相
旬
。
、

E
s
a
p吾
、
。
号
、
hhhhp

ミ
-
m

・

h
a
h
p
s。
虫
色
・

s
m
-
H
喝

zz・
巴
吋
凶
)
目
v
・MM
ω

・
但
し
、
こ
こ
で
ヨ

1
ル
P
9
ジ
が
「
国
家
の
精
神
」
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
国
家
(
至
上
〉
主
畿
と
い
う
意

味
あ
い
で
は
な
く
、
過
剰
な
商
業
精
神
と
均
衡
し
、
こ
れ
を
啓
援
す
べ
き
一
一
租
の
対
抗
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

(
鉛
)
ベ
シ
サ
ム
功
利
主
義
の
人
間
観
・
社
会
観
に
対
す
る

2
1
ル
p
v
ジ
の
批
判
お
よ
び
鶴
会
改
革
簡
に
対
す
る
コ
ー
ル
ロ
ヲ
ジ
の
批
判
に
つ
い
て

は
、
第
三
蹟
考
、
一
ニ

i
一
五
頁
ハ
「
功
利
主
議
批
判
b
お
よ
び
三
九
i
四
一
一
具
ハ
「
鶴
会
主
権
批
判
b
審
照
。

ハ却〉

=
1
ル
p
ヲ
ジ
に
よ
れ
ば
、
理
念
と
し
て
の
イ
ギ

p
ス
憲
法
の
本
質
は
均
衡
に
あ
り
ハ
。
・
h
w
句
-
-
M
V

・8
・
て
そ
れ
は
具
体
的
に
、
狭
義
の
国

家
の
中
で
の
均
衡
ハ

S
R・
3
・
R
I
g
-〉
、
広
畿
の
国
家
の
中
で
の
狭
義
の
国
家
と
国
民
教
会
の
均
衡
ハ

S
R・
MV-2-
〉
、
お
よ
び
制
度
化
さ

れ
た
現
実
の
力
と
潜
在
力
の
均
衡
ハ

S
R・M
M

・
也
②
な
ど
か
ら
成
る
。

ハ
拘
〉
第
四
輪
考
、
二
三

O
買
、
注
ハ
2
〉
参
照
。
ス
ベ
イ
γ
を
め
ぐ
る
ベ

y
サ
ム
と
ワ
l
ズ
ワ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
の
違
い
は
、
功
利
主
義
と
ロ
マ

γ
主
義
の
政
治
思
想
の
遣
い
を
知
る
上
で
の
典
型
例
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

ハ
担
〉
ヲ
1
ズ
ワ
ス
の
伝
統
的
共
同
体
の
原
像
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
当
・
4
司
O
H
骨
司
常
任
・
の
見

h
r
s
s、む知
3
9
H
v
a由民
S
L∞ω
p
a・

v
w
F
P
ω
B
g
g
R
P
S
o
o
-
〉
MM噂
-
g
t
g・
容
照
。

ハ
鈎
)
の
同
・
M
M

・河
4
唱
M
Y

巴
t
M
0

・

(
m
v

第
五
愉
考
、
一
九
六
頁
。

ハ"の
)
2
1
ル
p
ヲ
ジ
も
、
こ
の
時
代
精
神
の
両
極
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
(
第
三
飴
考
、
二
一
一
良
彦
照
。
〉

第

E
章

詩

の

精

神

イ
ギ

p
ス
・
ロ
マ

γ
主
義
は
、
前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
た
と
え
ば
、

95 (熊法 .49 号'86)

詩の政治学

フ
ラ

γ
ス
革
命
、
産
業
革
命
、
議
会
改
革
と
い
う
歴
史
上
の
事

件
に
典
型
的
に
現
れ
た
時
代
精
神
に
対
す
る
詩
的
批
判
勢
力
で
あ
っ
た
。
次
に
、
ロ
マ

γ
派
の
こ
の
よ
う
な
時
代
精
神
批
判
を
ふ
ま
与
え

て
、
彼
ら
が
そ
の
独
自
の
ロ
マ

y
主
義
政
治
思
想
を
生
み
出
す
際
の
媒
介
項
と
な
っ
た
「
詩
の
精
神
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
み
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論

ω
コ
l
ル
リ
マ
ジ

コ
I
ル
p
y
ジ
の
理
念
哲
学
は
、
そ
れ
自
体
が
哲
学
に
お
け
る
詩
の
精
神
の
表
現
で
あ
る
。
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
啓
蒙
主
義
の
機
械
論
哲

学
か
ら
離
脱
し
、
ド
イ
ツ
哲
学
の
刺
激
を
受
け
つ
つ
独
自
の
ロ
マ

γ
主
義
哲
学
を
形
成
し
た
。
そ
の
基
本
的
な
出
発
点
は
カ
Y
ト
と
同
様
、

理
性
|
悟
性
め
区
別
で
あ
り
、
そ
の
到
達
点
は
理
念
ハ

E
g〉
哲
学
で
あ
っ
た
。
コ

l
ル
り
ッ
ジ
は
、
『
フ
レ

y
ド
』
ハ
一
八
O
九
l
一
O
年〉

と
『
政
治
家
提
要
』
(
一
八
二
ハ
年
)
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
Y
ス
革
命
の
ジ
ャ
コ
パ

γ
主
義
に
代
表
さ
れ
る
抽
象
的
理
性
の
精
神
と
、
産
業
革
命

に
代
表
さ
れ
る
悟
性
の
精
神
を
と
も
に
批
判
し
、
統
一
的
な
カ
で
あ
り
生
命
を
与
え
る
力
で
あ
っ
て
自
ら
が
そ
の
一
部
で
あ
る
理
念
を
把

揖
す
る
「
理
性
」
論
を
確
立
仁
列
。
理
性
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
コ
l
ル

p
y
ジ
の
理
念
と
は
「
生
命
的
生
産
的
で
無
限
者
に
か
か
わ
り
、

そ
し
て
・
:
・
:
無
限
の
生
殖
カ
を
診
」
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
プ
ラ
ト

γ
や
プ
ロ
テ
ィ
ノ
九
に
お
け
る
よ
う
に
冒
議
戚
掛
か
あ
っ
て
、

自
然
の
力
お
よ
び
生
命
と
一
体
の
払
的
」
で
あ
る
。
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
理
念
は
、
そ
れ
が

ωち
ょ
う
ど
生
命
体
の
よ
う
な
、
均
衡
を
本
質

と
す
る
有
機
体
的
統
一
を
な
し
て
い
る
点
、

ω有
機
体
的
な
発
展
の
力
を
も
っ
て
お
り
、
悟
性
が
常
に
対
象
に
規
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、

そ
の
対
象
に
先
行
し
対
象
を
生
み
出
し
さ
え
す
る
点
、
側
事
物
の
抽
象
や
一
般
化
か
ら
の
概
念
で
は
な
く
、
事
物
に
先
立
っ
て
存
在
す
る

究
極
的
目
的
に
関
す
る
知
識
?
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
特
徴
づ
け
ら
払
刻
。
こ
の
よ
う
な
コ
l
ル

p
x
v
の
理
念
論
は
、
認
識
論
に
お

い
て
は
、
理
念
と
い
う
形
で
人
間
の
知
性
の
全
体
性
・
総
合
性
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
治
論
に
お
い
て
は
、
国
家
や
憲

法
を
理
念
つ
ま
り
生
成
す
る
ひ
と
つ
の
歴
史
的
統
一
的
実
体
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
コ

l
ル
p
ッ
ジ
の
想
像
力
理
論
が
.
文
学
理
論
に
お
け
る
詩
の
精
神
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
コ
ー
ル

p
v
ジ
の

定
義
に
よ
れ
ば
、
想
像
力
は
無
限
の
神
の
創
造
の
、
人
間
の
心
の
中
で
の
反
復
で
あ
り
、
「
再
創
造
す
る
た
め
に
溶
解
し
、
拡
充
し
、

拡



《

5
v

散
し
、
あ
る
い
は
こ
の
過
程
が
不
可
能
な
場
合
に
お
い
て
も
、
な
お
常
に
理
想
化
と
調
和
統
一
と
に
向
か
っ
て
憶
れ
る
」
も
の
な
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
コ
ー
ル

p
ッ
ジ
に
よ
れ
ば
、
詩
人
と
は
「
各
精
神
能
力
の
相
対
的
価
値
と
威
厳
と
に
相
応
じ
て
、
精
神
能
力
を
相
互
に

従
属
さ
せ
な
が
ら
、
人
間
の
全
精
神
を
活
動
さ
せ
る
人
の
こ
と
」
で
あ
り
、
詩
人
は
「
綜
合
的
、
魔
術
的
な
力
」
で
あ
る
想
像
力
に
よ
っ

て
、
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
精
神
能
力
を
た
が
い
に
混
ぜ
合
わ
せ
、
ハ
い
わ
ば
》
そ
れ
を
た
が
い
に
静
か
い
ひ
か
か
し
ま
う
よ
う
な
調
和
的
統

一
の
警
c
と
精
神
と
を
放
散
す
る
」
の
で
私
列
。
こ
う
し
て
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
に
お
い
て
は
「
再
創
造
」
の
た
め
に
、
人
間
の
多
種
多
様

な
能
力
を
「
綜
合
」
し
て
「
人
聞
の
全
精
神
」
を
活
動
さ
せ
て
、
常
に
「
理
想
化
」
と
「
調
和
統
ご
を
め
ざ
す
力
が
想
像
力
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
も
、
人
間
の
知
性
の
生
き
た
全
体
性
・
総
合
性
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
ヨ

1
ル
p
y
ジ
の
詩
の
精
神
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

(2) 

ワ
l
ズ
ワ
ス

詩の政治学

こ
の
点
は
ワ
1
ズ
ワ
ス
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
啓
蒙
主
義
が
人
間
の
能
力
を
も
っ
ぱ
ら
「
理
性
」
ハ
コ
ー
ル
り
ヲ
ジ
の
用
語
法
で
は

「
悟
性
b

の
限
界
内
に
と
ど
め
た
の
に
対
し
て
、
ワ
1
ズ
ワ
九
は
む
し
ろ
「
情
念
」

e
g
z乙
や
「
熱
狂
」
ハ

g昏
g
E
S
な
ど
も
含

む
種
々
の
心
の
活
力
を
積
極
的
に
評
価
い
が
こ
の
幅
広
く
解
さ
れ
た
人
間
能
力
の
中
で
、
ワ
l
ズ
ワ
丸
が
そ
の
中
心
に
据
え
た
の
は
詩

の
精
神
で
あ
る
。
ヮ
l
ズ
ワ
九
に
よ
れ
ば
「
詩
の
目
的
は
其
理
」
で
あ
り
、
し
か
も
「
個
々
の
部
分
的
な
真
理
で
は
な
く
、
一
般
的
で
何

に
で
も
適
用
す
る
真
理
」
で
あ
っ
て
、
詩
こ
そ
が
「
あ
ら
ゆ
る
知
識
の
最
初
に
し
て
最
後
の
も
の
」
で
払
日
。
ワ
1
ズ
ワ
ス
は
、
詩
が
想

像
力
の
産
物
で
あ
り
、
こ
の
想
像
力
に
は
、
「
与
え
た
り
修
飾
し
た
り
す
る
想
像
力
」
と
と
も
に
「
形
成
し
創
造
す
る
想
像
力
」
が
あ
る
と

し
て
い

μ。
ワ
I
ズ
ワ
九
に
と
っ
て
、
空
想
が
対
象
を
た
ん
に
機
械
的
に
表
面
的
に
結
び
つ
け
る
力
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
想
像
力
は
、

異
質
の
対
象
を
一
一
種
の
化
学
的
能
力
で
融
合
せ
し
め
調
和
の
と
れ
た
全
体
と
し
て
統
合
し
新
た
な
実
体
を
創
造
す
る
主
体
的
能
動
的
な
カ

97 (熊法却号 '86)
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で
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た
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ま
た
、
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愉

ヮ
l
ズ
ワ
只
の
『
シ

γ
ト
ラ
協
定
論
』
は
時
局
政
治
倫
で
は
あ
る
が
、
そ
の
狼
底
に
は
、
フ
ラ
ン
九
に
代
表
さ
れ
る
啓
議
主
畿

哲
学
と
そ
の
社
会
観
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
九
ベ
イ

γ
人
民
に
荷
な
わ
れ
た
、
人
間
の
創
造
的
能
動
力
で
あ
る
想
像
力
が
、
い
わ
ば
社
会

的
想
像
力
と
し
て
、
小
さ
い
共
同
体
か
ら
国
家
へ
、
さ
ら
に
は
国
際
間
の
平
和
へ
と
拡
大
さ
れ
る
よ
う
な
、
理
想
化
さ
れ
た
形
で
の
有
機

体
的
社
会
構
想
が
あ
っ
ハ
問
。
こ
う
し
て
、
ワ

1
ズ
ワ
九
に
お
け
る
詩
の
精
神
は
、
個
人
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
社
会
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て

も
、
調
和
的
全
体
を
創
造
し
回
復
し
よ
う
と
す
る
力
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(3) 

シ
ェ
リ
l

γ
;ー
に
と
っ
て
も
、
「
詩
は
:
:
:
『
想
像
力
の
表
部
」
で
あ
る
。

γ
;ー
は
、
分
析
の
原
理
で
あ
り
、

突
体
に
対
す
る
影
に
ず
ぎ
な
い
「
理
性
」
ハ
ロ
ー
ル

p
v
ジ
の
用
悟
法
で
は
「
悟
性
b
に
対
し
て
、
こ
の
想
像
力
を
、
「
想
念
を
完
全
な
個
体
」

と
し
て
み
る
「
総
合
り
原
理
」
と
み
な
し
て
い
却
。
ま
た
シ
エ
リ
ー
は
、
想
像
力
の
働
き
に
よ
っ
て
高
次
元
の
対
象
と
合
体
す
る
歓
び
に

お
い
て
、
人
間
の
自
我
が
「
あ
る
べ
き
も
の
、
す
な
わ
ち
宇
宙
の
一
原
子
と
し
て
あ
ら
わ
人
初
」
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、

γ
;ー
は
詩

を
、
一
一
種
「
秘
密
の
錬
金
術
」
の
よ
う
に
、
「
も
っ
と
美
し
い
も
の
を
ま
す
ま
す
美
し
く
し
、
:
:
:
。
」
、
「
あ
ら
ゆ
る
矛
盾
せ
る
も
の
を
、

軽
や
か
に
く
び
き
に
つ
な
ぎ
と
め
」
、
「
反
復
に
よ
っ
て
鈍
ら
さ
れ
た
印
象
の
再
現
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
心
か
ら
は
す
で
に
消
滅
し
て

い
た
宇
宙
を
、
新
た
に
創
造
す
る
」
も
の
と
み
な
し
て
い
た
の
で
念
仏
製
換
言
す
れ
ば
、
人
聞
は
詩
に
よ
っ
て
「
わ
れ
わ
れ
が
、
そ
の
部

分
で
あ
り
笠
通
者
で
あ
る
全
宇
宙
を
一
弘
即
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ジ
ェ

p
l
は
、
人
聞
が
詩
に
よ
っ
て
、
全
体
を

ワ
l
ズ
ワ
九
と
同
様
、

一
者
と
し
て
把
鍾
し
、
自
ら
を
そ
の
有
機
的
一
部
と
し
て
と
ら
え
返
す
こ
と
が
で
き
る
と
云
う
の
で
あ
る
。

シ
畠
リ
ー
は
社
会
に
対
す
る
詩
の
作
用
と
し
て
道
徳
的
効
果
を
認
め
て
い
る
。
シ

a
p
l
に
と
っ
て
、
「
道
徳
の
大
き
な
秘
密

ま
た
、



は
愛
」
す
な
わ
ち
「
人
が
み
ず
か
ら
の
本
性
か
ら
抜
け
出
し
、
お
の
れ
の
も
の
で
な
い
思
想
、
行
為
、
人
聞
の
う
ち
に
存
在
す
る
美
的
な

も
の
と
お
の
れ
を
同
一
化
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
は
豊
か
な
想
像
力
が
必
要
と
さ
れ
る
し
、
こ
の
「
想
像
力
を
豊
か
に
し
、

そ
の
領
域
を
ひ
ろ
げ
る
」
も
の
こ
そ
詩
で
あ
っ
た

l
!こ
の
よ
う
に
し
て
「
道
徳
的
替
の
大
き
な
手
段
は
想
像
力
」
で
あ
り
詩
な
の
で
あ

M
V

こ
う
し
て

v
z
p
l
は
、
詩
の
精
神
の
う
ち
に
、
想
像
力
に
よ
っ
て
、
自
ら
そ
の
一
部
で
あ
る
全
体
を
把
握
し
、
自
我
の
枠
を
超
え

て
道
徳
的
共
感
を
社
会
的
に
拡
大
し
て
い
く
創
造
的
有
機
的
総
合
化
の
原
理
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、

v
z
p
l
は
詩
の
精
神
の
う
ち
に
改
革
の
原
理
を
見
出
し
て
い
る
。
シ
ェ

p
ー
に
よ
れ
ば
、
近
代
科
学
は
詩
を
欠
い
た

た
め
に
外
的
世
界
を
拡
げ
る
一
方
で
人
間
の
内
的
世
界
を
せ
ば
め
て
し
ま
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
機
械
技
術
と
打
算
的
飽
カ
だ
け
を
存
分
に

発
達
さ
せ
て
人
聞
の
間
の
不
平
等
を
激
化
さ
丸
刈
o

こ
れ
に
対
し
て
シ
エ
リ
ー
は
、
本
来
、
「
お
の
れ
の
う
ち
に
、
自
身
お
よ
び
社
会
の

草
新
の
種
子
を
は
ら
ん
だ
払
加
」
で
あ
り
、
ま
た
、
「
偉
大
な
民
族
を
覚
醒
さ
せ
、
思
想
ま
た
は
制
度
に
有
益
な
変
革
を
も
た
ら
す
、

i
っ

と
も
信
頼
で
き
る
使
者
で
あ
り
、
友
で
あ
り
、
随
行
羽
仰
山
で
あ
る
詩
を
対
置
し
た
。

γ
;ー
に
よ
れ
ば
、
詩
人
こ
そ
が
時
代
の
精
神
の

体
現
者
で
あ
っ
て
、
自
ら
も
理
解
せ
ず
に
時
代
の
未
来
を
映
し
だ
す
、
「
世
の
認
め
ら
れ
な
い
立
法
者
」
と
な
る
の
で
払
初
。
こ
う
し
て
、

シ
エ
リ
ー
に
お
け
る
詩
の
精
神
は
、
道
徳
的
に
高
め
ら
れ
拡
大
さ
れ
る
と
同
時
に
、
常
に
無
限
の
改
革
へ
の
衝
動
に
駆
ら
れ
る
自
我
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

詩の政治学.

ロマ

γ
派
に
お
け
る
詩
の
精
神
は
、
先
ず
第
一
に
、
人
間
知
性
の
全
体
性
へ
の
欲
求
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

啓
蒙
主
義
の
時
代
精
神
の
下
で
人
間
の
知
性
が
分
解
し
、
た
と
え
ば
抽
象
的
理
性
や
悟
性
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
は
不
十
分
で
偏
頗

な
飽
カ
が
人
間
知
性
を
独
占
的
に
支
配
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
対
象
を
ひ
と
つ
の
全
体
と
し
て
総
合
的
に
認
識
し
創
造
す
る
こ
と
が
で
き

る
人
間
知
性
の
回
復
へ
の
願
い
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ロ
マ

γ
派
は
、
た
と
え
ば
コ

1
ル
り
ッ
ジ
に
お
い
て
は
理
性
と
い
う
、
理
念
を
把
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以
上
の
よ
う
に
、



説

揮
し
う
る
能
力
に
よ
っ
て
、
ワ

l
ズ
ワ
ス
や
γ
a
p
l
に
お
い
て
は
想
像
力
に
よ
っ
て
、
創
造
の
主
体
と
し
て
の
人
間
の
回
復
を
め
ざ
し

た
の
で
あ
る
。
ロ
マ
γ
派
は
、
既
存
の
対
象
を
想
像
力
に
よ
っ
て
地
同
化
し
て
、
新
た
な
高
次
元
で
理
念
を
創
造
し
、
こ
れ
と
の
自
己
同
一

化
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
限
者
・
全
体
者
に
関
与
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
全
体
へ
の
認
織
と
創
造
の
街
励
は
、

国
家
や
社
会
の
レ
ベ
ル
で
は
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
の
生
き
た
全
体
と
し
て
把
揖
し
よ
う
と
す
る
ロ
マ

γ
派
政
治
思
想
の
最
大
の
特
徴
と
な
っ

て
あ
ら
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
コ
ー
ル
り
ヲ
ジ
は
『
政
治
家
提
要
』
の
哲
学
的
付
録
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

飴

「
〈
理
性
〉
は
ま
ず
総
体
を
一
者
と
し
て
包
摂
す
る
傾
向
を
と
り
つ
つ
人
間
の
う
ち
に
あ
ら
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
同
時
に
全
体
者

で
な
い
無
限
者
に
も
、
無
限
で
な
い
全
体
者
の
う
ち
に
も
、
安
ら
ぐ
こ
と
は
で
き
に
ゆ
」

注

・

〈1
〉
第
二
論
考
、
一
一
四
i
一
一
五
買
。
第
三
輪
考
、
ニ
ニ
買
。

ハ2
〉

ω・
冨
・
・
宅
-
M
ω
t
M品・

〈3
〉

H
E
P
-
噂・ロ

A
R

・

ハ4
〉
第
三
輪
考
、
第

ω章
。
「
理
念
の
特
徴
」
二
五
i
ニ
九
頁
。
ま
た
、
コ
ー
ル

p
v
ジ
の
理
念
哲
学
の
理
解
の
た
め
に
は
、
ヵ
γ
ト
と
の
異
同
に

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
二
愉
考
、
一
一
九
頁
ハ
注
X
M
)
、
お
よ
び

ω-g・
・
喝
・
ロ
併
参
照
。

(
5
)
ω
・J

司・

0
0
-
R配
偶
0・
切
な
句
a
h
v
E
n
hr
h常
道
、

F
o
p
S
し『・

ω
E
4
2
8自
ハ

OMnrac・
MM・-
S
S〉
40-・円切
-MOM・
桂
田
利
吉
訳
『
文
学

評
伝
』
ハ
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六
年
〉
一
九
四
頁
。

〈6
)

匂

R
-
g
h・
同
・
匂
・
ロ
・
ハ
同
訳
魯
、
ニ

O
ニ頁。〉

ハ7
)

第
四
愉
考
、
ニ
三
六
i
二
三
七
頁
審
照
。

ハ8
)
d
q・4
『
。
号
4
4
0
2
F
同

M
E
P
S
S
C岡山
09】
回
巴
F
仏
国
会
∞
m
o
y
〈d
q・同・回・

0
4
3ロ

g
色同・
4
〈・

ω自
一
苫

2
0
p
-
M
]宮
、
志
向
崎
司
ミ
営
。
、

司

S
S
ぎ
る
gミ
p
g
N・【・
O
M
沙
門
会
主
〉
司
・

5
L・
5
・
岡
地
嶺
訳
「
『
持
情
民
蹄
集
』
再
販
の
序
文
」
街
地
嶺
訳
編
『
イ
ギ
リ
兵
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時
愉
集
』
ハ
中
央
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
五
年

)ω
、
ニ
ニ
七
買
、
二
三

O
頁。

ハ9
v
d
q・4
唱。吋骨

3
5・
F
o
r
g
o町
民
5
・〈
d
q・同・回・04『

B
8
2・4
『・

ω目司
8
2
p
-
M
J
Z
M
M『
語
、
き
き
ミ
司
帆
民
営
S
司。、

b
gる
・

gh・回・
OMn向。吋
P
H唱
。
唱
・

8
・
岡
地
徹
訳
「
『
一
八
一
五
年
時
集
』
序
文
」
ハ
岡
地
般
訳
縮
、
前
掲
密
、

)ω
、
ニ
六
一
一
具
。

ハ
叩
〉
第
四
愉
考
、
ニ
三
五
i
ニ
三
六
頁
。

ハ
日
〉
本
輪
、
第
M
章、

ωの
ω、
「
ワ
l
ズ
ワ
ス
」
一

O
凶

1
一

o-ハ
頁
多
照
。

ハ昭〉

U
・M

M

・-匂
-
H
O
U
・
ハ
邦
訳
、
二
ハ
四
頁
。
〉

ハ臼
)
H
E
P
-
句・
8
u・
ハ
邦
訳
、
一
六
回
頁
。
〉

《

M
V
H
E
P
-
勺
・
呂
田
・
ハ
邦
訳
、
一
七
八
頁
。
〉

門時〉

H
E
P
-
喝・
5
吋
・
ハ
邦
訳
、
一
七
八

i
一
七
九
貫
。
〉

ハ時
V
H
E
F
句-
M
勾
・
ハ
邦
訳
、
一
七
九
買
。
〉

ハロ
)
F
E
a
匂・
MM∞
・
ハ
邦
訳
、
一
六
八
頁
。
〉

ハ鴎〉

H
V
向島・ゐ・
5
Mゐ
-
Z品
・
ハ
邦
訳
、
一
七
六
買
、
一
七
七
頁
。
)

ハ
悶
〉
同
VE--
匂-
H
M
A
m
-

ハ
邦
訳
、
一
七
一
頁
。
〉

(却〉

H
E
P
-
匂
-E0・
ハ
邦
訳
、
一
八

O
頁。〉

〈幻〉

FE--吻
-E0・
ハ
邦
訳
、
一
八

O
頁。〉

(忽〉

u
r
a
p
-
に
お
け
る
「
詩
と
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
第
五
論
考
、
一
九
四

i
ニ
O
O頁
参
照
。

(お〉

ω・
宮
・
ゐ
・

8
・
ハ
前
掲
拙
訳
、
一
ニ
ニ

i
一
二
三
買
春
照
。
但
し
、
本
簡
で
は
一
部
改
訳
し
て
い
る
。
〉

詩の政治学

第

E
章

詩
の
政
治
学

本
論
で
と
り
あ
げ
て
い
る
コ

l
ル
リ
ッ
ジ
、
ワ

l
ズ
ワ
ス
、
サ
ウ
ジ

l
お
よ
び
シ

a
p
l
は
、
も
と
よ
り
体
系
的
政
治
理
論
家
で
は
な

い
。
比
較
的
、
体
系
化
を
意
図
し
て
い
た
コ

l
ル
リ
ッ
ジ
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
現
実
政
治
に
深
い
関
心
と
接
触
を
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税

も
ち
続
け
な
が
ら
も
、
政
治
家
と
し
て
政
治
の
実
践
に
身
を
捧
げ
た
わ
け
で
も
な
い
。
革
命
で
は
な
く
改
良
を
掲
げ
て
、
産
業
革
命
が
も

た
ら
す
社
会
問
題
の
解
決
の
た
め
に
論
陣
を
張
っ
た
サ
ウ
ジ
ー
に
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
本
質
的
に
文
人
・
詩
人
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
彼
ら
は
、
そ
の
時
代
に
置
か
れ
た
詩
人
の
持
の
精
神
の
視
点
か
ら
、
近
代
化
の
時
代
精
神
に
よ
っ
て
人
間
存
在
が
侵
害
さ
れ
媛
少

化
、
原
子
化
、
孤
立
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
鋭
い
告
発
を
行
な
っ
た
。
つ
ま
り
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
哲
学
を
社
会
哲
学
の

言
葉
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
政
治
的
再
建
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
品
。
こ
の
「
翻
訳
」
の
仕
方
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

状
況
に
よ
っ
て
異
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
基
本
的
に
、

ω共
同
体
の
詩
化
と
、

ω改
革
の
詩
化
の
二
方
向
に
要
約
で
き
る

論

で
あ
ろ
う
。

(1) 
(i) 
2 

Jレ
ロ
ッ

ジ

共
同
体
の
詩
化

コ
ー
ル
リ
沙
ジ
は
、
詩
の
精
神
を
理
念
哲
学
に
よ
っ
て
政
治
理
論
に
翻
訳
し
た
。
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
全
体
を
一
者
と
し
て
包
摂
す
る

理
念
の
レ
ベ
ル
で
政
治
理
論
を
組
み
立
て
て
い
る
。
ヨ

1
ル
リ
ッ
ジ
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
生
き
た
全
体
と
し
て
の
ひ
と
つ
の
理
念
で
あ
っ

て
、
内
部
の
諸
勢
力
の
均
衡
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
有
機
体
的
統
一
体
で
払

M
o

さ
ら
に
ヨ

1
ル
リ
ッ
ジ
は
、
イ

ギ
リ
ス
憲
法
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
実
在
す
る
ひ
と
つ
の
理
念
と
考
ふ
泌
o

つ
ま
り
コ

1
ル
P
ッ
ジ
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
ロ
丸
憲
法
も
、
人

間
の
作
為
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
己
創
造
あ
る
い
は
自
己
展
開
を
行
な
う
有
機
体
的
な
歴
史
的
実
在
な
の
で
あ
り
、

ζ
の
憲
法
の
理

念
の
基
本
構
造
は
、
権
力
の
集
中
で
は
な
く
諸
勢
力
の
均
衡
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
コ

l
ル
リ
ッ
ジ
の
国
家
論
・
憲
法
論
の
特
徴
は
ま
ず
第
一
に
、
そ
れ
が
理
念
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
家
や
憲
法
が
歴

史
的
実
在
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
コ
ー
ル

p
y
ジ
は
、
啓
譲
主
義
の
よ
う
な
、
歴
史
へ
の
蔑
視
も
し
く
は
単
純
な
進
歩
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史
観
あ
る
い
は
歴
史
の
因
果
輸
を
退
け
、
歴
史
上
の
個
々
の
事
件
を
、
理
念
と
い
う
発
展
す
る
実
体
に
お
い
て
歴
史
の
一
環
に
有
機
的
に

組
み
込
ま
れ
て
新
た
な
個
別
の
歴
史
的
意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
理
解
す
る
、
い
わ
ば
歴
史
の
理
念
的
理
解
を
示
し
て
い
お
。
コ
ー
ル

p

y
ジ
に
と
っ
て
歴
史
は
、
た
と
え
ば
ベ
γ
ザ
ム
功
利
主
義
原
理
が
描
く
青
写
其
ど
お
り
に
改
革
に
よ
っ
て
人
聞
が
作
り
出
し
て
い
く
も
の

で
は
な
く
、
「
神
の
奮
し
能
」
つ
ま
り
理
念
の
自
己
展
開
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
コ

1
ル
p
y
ジ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
国
家
も
憲

法
も
歴
史
的
存
在
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
理
念
を
体
現
し
序
々
に
こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
イ
ギ

p
ス
と
そ
の
憲
法
の
中
に
生
成
す
る
理
念
を
見
出
す
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
現
実
の
国
家
と
憲
法
を
歴
史
的
な
理
念
と
し
て
と
ら
え
か
え

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
進
む
べ
き
方
向
を
示
す
こ
と
が
苛
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ー
ル
り
ヲ
ジ
は
守
陣
郎
総
釘
〕
と
い

う
独
得
の
提
案
を
行
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
へ
と
受
け
つ
が
れ
る
国
民
の
文
明
の
荷
な
い
手
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ル

p

y
J
Y
に
よ
れ
ば
、
こ
の
国
民
教
会
の
任
務
は
、
統
治
者
と
国
民
に
理
念
を
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
に
精
神
的
同
一
一
性
を
得
さ
せ
彼

ら
を
「
市
民
」
に
す
る
こ
と
に
あ
つ
は
~
。
こ
の
よ
う
な
発
想
の
前
提
と
し
て
、
コ
ー
ル

poJは
一
方
で
、
国
家
を
、
社
会
的
な
統
一
性

と
紐
帯
を
も
っ
た
歴
史
的
精
神
的
共
同
体
と
考
え
て
お
り
、
他
方
、
国
民
は
理
念
と
い
う
形
で
全
体
認
識
を
学
び
自
己
同
一
一
位
を
得
る
こ

と
を
と
お
し
て
、
こ
の
よ
う
な
共
同
体
と
し
て
の
国
家
を
獲
得
し
う
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
コ

l
ル

p
v
ジ
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
精
神
的
共
同
体
と
し
て
の
国
家
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
力
集
中
に
よ
る
国
家
の
専
制
支
配
を
考
え

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

詩の政治学

コ
ー
ル

p
ッ
ジ
の
国
家
論
・
癒
法
論
の
第
二
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
理
念
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
多
元
的
勢
力
の
均
衡
を
そ

の
構
成
原
理
と
し
、
伝
統
的
自
由
の
擁
護
を
め
ざ
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
ず
コ

1
ル
リ
ッ
ジ
は
、
国
家
を
有
機
体
そ
の
も
の
と

は
理
解
し
て
お
弘
代
、
彼
の
歴
史
理
論
と
同
様
、
そ
の
理
念
論
の
構
造
に
お
い
て
も
、
全
体
の
統
一
の
中
で
個
が
個
性
を
失
う
の
で
は
な

く
個
と
個
、
個
と
全
体
の
関
係
に
お
い
て
新
た
な
意
義
を
も
っ
個
と
し
て
再
生
す
る
も
の
と
考
え
ら
丸
一
向
。
コ
ー
ル

p
v
ジ
の
理
念
論
に
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お
い
て
、
全
体
と
個
は
有
機
的
に
併
存
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
憲
法
論
の
展
開
の
軸
は
諸
勢

力
の
均
衡
に
あ
り
、
そ
れ
は
個
々
人
が
依
拠
す
べ
き
中
間
団
体
ハ
勢
力
)
を
前
提
と
し
て
い
以
。
自
然
権
論
に
よ
る
の
で
あ
れ
功
利
主
義

思
想
に
よ
る
の
で
あ
れ
議
会
改
革
運
動
は
、
社
会
の
解
体
つ
ま
り
原
子
論
的
平
準
化
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
方
向
に
対
す
る
コ

ー
ル
リ
ッ
ジ
の
危
倶
は
、
社
会
成
員
相
互
に
何
ら
つ
な
が
り
の
な
い
無
機
的
な
社
会
構
造
が
一
見
、
自
由
に
み
え
な
が
ら
、
た
と
え
ば
議

会
権
力
の
よ
う
な
権
力
の
集
中
化
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
こ
れ
を
抑
制
す
べ
き
中
間
勢
力
が
な
い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
コ
ー
ル

p
y

ジ
に
よ
れ
ば
、
議
会
改
革
論
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
議
会
万
能
主
義
は
、
憲
法
の
中
の
一
部
の
勢
力
、
つ
ま
り
「
狭
義
の
国
家
」
に
す
ぎ

な
い
議
会
が
主
権
の
一
切
を
築
奪
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
弘
司
。
ョ
l
ル
リ
ッ
ジ
は
た
し
か
に
国
家
の
統
合
を
め
ざ
し
た
け
れ
ど
も
、
そ

れ
は
権
力
の
集
中
で
は
な
く
て
均
衡
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
コ

l
ル
リ
ッ
ジ
は
現
実
の
イ
ギ

p
ス
憲
法
を
理
念
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
真
髄
で
あ
る
均
衡
と
自
由
の
原
理
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
自
由
の
伝
統
的
イ
ギ
リ
九
的
理
解
と

い
う
点
で
、
コ
ー
ル

p
v
ジ
の
国
家
論
は
、
全
体
主
義
や
国
家
主
義
か
ら
速
い
も
の
で
あ
ゐ
o

そ
れ
は
ワ
l
ズ
ワ
丸
に
お
け
る
ナ
ジ
ヨ

ナ
p
ズ
ム
の
理
解
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
一
方
で
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
原
子
論
的
社
会
化
と
他
方
で
の
権
力
の
集
中
化
と
に
対
し
て
、

コ
1
ル
リ
ッ
ジ
も
駅
、
l
ズ
ワ
九
も
い
わ
ば
多
元
論
的
あ
る
い
は
伝
統
的
自
由
の
擁
護
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
コ
l
ル
リ
ッ
ジ
は
、
そ
の
理
念
哲
学
で
、
伝
統
的
イ
ギ
リ
ネ
憲
法
体
制
を
理
念
化
・
詩
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家

を
、
一
方
で
有
機
体
的
統
一
と
、
他
方
で
均
衡
と
自
由
を
原
理
と
す
る
、
歴
史
的
共
同
体
的
全
体
と
し
て
把
撞
し
た
の
で
あ
っ
た
。

論

凶
ワ
1
ズ
ワ
九

ヨ

I
ル
pγ
ジ
の
政
治
論
が
か
な
り
体
系
的
な
哲
学
を
基
礎
と
し
て
展
開
し
て
い
る
の
に
較
べ
る
と
、
ワ
1
ズ
ワ
丸
の
政
治
思
想
は
現

実
の
政
治
問
題
や
そ
の
文
学
思
想
と
よ
り
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
前
章
で
み
た
よ
う
に
、
ワ
1
ズ
ワ
ス
に
お
け
る
詩
の
精
神
は
、
主

体
的
能
力
と
し
て
の
想
像
力
に
よ
っ
て
種
々
の
対
象
を
調
和
の
と
れ
た
全
体
と
し
て
統
一
的
に
把
揮
す
る
精
神
、
つ
ま
り
理
念
化
の
精
神
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で
あ
っ
た
。
ヮ
l
ズ
ワ
九
の
基
本
的
関
心
は
、
産
業
革
命
と
い
う
急
激
な
近
代
化
の
中
で
人
間
精
神
が
、
も
つ
ば
ら
分
析
と
計
算
の
み
に

か
か
わ
る
悟
性
と
い
う
受
動
的
能
力
へ
と
堕
落
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
失
っ
た
そ
の
本
来
の
活
発
な
感
受
性
之
主
体
性
、
お
よ
び
、
家
族
・

地
域
社
会
・
国
家
か
ら
失
わ
れ
た
そ
の
本
来
の
生
き
生
き
と
し
た
社
会
的
結
合
の
鮮
を
、
い
か
に
し
て
回
復
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
す
る
ワ
l
ズ
ワ
ス
の
回
答
で
あ
る
想
像
力
は
、
先
ず
全
体
者
を
一
者
と
し
て
把
握
す
る
能
力
と
し
て
主
体
的
自
我
を
確
立

し
、
次
い
で
、
社
会
的
配
慮
や
社
会
的
共
感
と
い
う
い
わ
ば
社
会
的
想
像
力
と
し
て
家
族
・
地
域
社
会
・
国
家
へ
と
拡
大
し
、
さ
ら
に
は

ヨ
1
ロ
ス
の
国
際
聞
の
調
和
へ
と
同
心
円
状
に
拡
大
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
域
。
こ
こ
で
、
ワ
l
ズ
ヌ
に
と
っ
て
国
家
は
、
想
像
力

の
自
己
拡
大
に
よ
っ
て
身
近
な
家
族
や
地
域
社
会
を
経
て
自
己
と
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
、
生
き
て
い
る
者
と
死
せ
る
者
す
べ
て
の

歴
史
的
精
神
的
共
同
体
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

持の政治学

ワ
l
ズ
ワ
九
の
こ
の
よ
う
な
国
家
観
は
、
全
体
主
義
的
有
機
体
で
は
な
い
し
、
ワ
l
ズ
ワ
ス
に
お
い
て
国
家
を
支
え
る
ナ
γ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
感
情
は
、
上
か
ら
の
国
民
の
統
合
を
め
ざ
す
国
家
主
義
や
シ
ョ
l
ヴ
ィ
ユ
ズ
ム
で
は
な
く
、
自
然
な
感
情
の
発
露
と
し
て

の
パ
ト
リ
オ
テ
イ
ズ
ム
で
あ
っ
《
切
。
つ
ま
り
ワ
1
ズ
ワ
ス
は
、
国
家
の
独
立
の
基
本
的
条
件
と
し
て
、
国
民
個
々
人
の
独
立
・
自
治
の
感

情
と
他
の
国
々
の
解
放
と
そ
の
独
立
の
尊
重
を
あ
げ
、
こ
の
国
家
の
独
立
こ
そ
が
あ
ら
ゆ
る
市
民
的
自
由
や
社
会
的
繁
栄
、
つ
ま
り
一
切

の
「
国
民
の
幸
福
」
ハ

ZEos-
国

8
1
5
8〉
の
基
礎
で
あ
る
と
し
て
、
た
と
え
ば
ウ
ィ
l
y
会
議
の
よ
う
な
政
策
的
便
宜
か
ら
の
勢
力

均
衡
で
は
な
く
、
右
の
よ
う
な
原
理
的
立
場
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
独
立
と
均
衡
を
説
い
た
の
で
払
旬
。
ヮ
1
ズ
ワ
ス
は
、
コ
ー
ル
リ

γ
ジ
の
「
理
念
と
し
て
の
国
家
」
論
と
同
様
、
個
人
が
そ
の
独
立
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
国
家
と
有
機
的
に
結
合
し
、
国
家
も
ま
た
そ
の

独
立
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
国
際
間
の
均
衡
に
よ
っ
て
平
和
を
獲
得
す
る
と
い
う
、
全
体
と
個
の
理
想
的
調
和
を
め
ざ
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
ワ
l
ズ
ワ
九
に
と
っ
て
の
国
家
は
、
個
人
が
有
機
的
に
結
合
す
べ
き
団
体
の
ひ
と
つ
で
は
あ
っ
て
も
最
終
の
団
体

105 (熊法 49 号'86)

で
は
な
い
し
、
市
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
は
あ
る
が
、
絶
対
化
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
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に
も
、
伝
統
的
自
由
の
枠
を
越
え
な
い
イ
ギ
リ
九
・
ロ
マ

γ
派
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
『
シ

γ
ト
ラ
協
定
論
』
に
示
さ
れ
た
ワ
l
ズ
ワ
ス
の
政
治
思
想
に
は
、
ス
ベ
イ
γ
人
民
の
想
像
力
を
と
お
し
て
、
崩
壊
し
て
い

く
共
同
体
の
社
会
的
紐
帯
の
回
復
を
め
ざ
す
と
い
う
主
題
が
基
底
に
流
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
識
の
背
景
に
は
、
ワ
l
ズ
只
ス
の
理
想
社

会
の
イ
メ
ー
ジ

l
lす
な
わ
ち
、
独
立
の
気
風
を
も
ち
、
家
庭
的
愛
情
と
そ
れ
を
生
み
出
す
小
さ
な
土
地
を
所
有
す
る
、
と
く
に
湖
水
地

方
の
自
由
保
有
権
所
有
農
民
た
ち
の
自
由
・
平
等
で
自
給
自
足
の
伝
統
的
青
島
(
が
あ
っ
た
。
ヮ
l
ズ
ワ
号
、
こ
の
よ
う
な
伝

統
的
共
同
体
の
モ
デ
ル
の
も
と
に
、
人
間
と
社
会
を
理
念
化
し
、
個
々
人
が
自
由
・
平
等
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
、
想
像
力
に
よ
っ
て
生

き
た
有
機
的
結
合
を
保
ち
う
る
よ
う
な
社
会
を
め
ざ
し
て
い
た
し
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
社
会
が
全
人
格
性
を
回
復
し
た
人
聞
に
と
っ
て

も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
社
会
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ワ
l
ズ
ワ
九
は
、
詩
の
精
神
に
よ
っ
て
伝
統
的
共
同
体
を
理
念
化
・
詩
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
互
い
に
自
由
で
あ
り
か
つ
社
会
的
紐
帯
に
よ
っ
て
結
合
す
る
全
体
と
い
う
、
有
機
的
な
社
会
観
を
獲
得
し
た
の
で

あ
る
。

倒
サ
ウ
ジ
l

品
リ
ウ
ジ
ー
に
は
ワ
1
ズ
ワ
九
の
詩
の
哲
学
的
深
途
さ
も
コ

1
ル
リ
ッ
ジ
の
形
而
上
学
の
体
系
も
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
関
心
と
批
判
を

社
会
問
題
に
向
け
て
こ
れ
に
関
わ
り
続
け
た
点
に
サ
ウ
ジ
l
の
特
徴
が
あ
る
。
『
英
国
便
り
』
三
八
O
七
年
〉
や
『
ト
マ
ス
・
モ
ア
卿
』
で

表
明
さ
れ
る
サ
ウ
ジ
l
の
産
業
革
命
批
判
は
き
わ
め
て
辛
諌
で
根
本
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
基
本
的
に
は
、
人
間
の
商
品
化
と
疎
外
と
い
う

人
間
存
在
の
根
本
的
崩
壊
ま
で
洞
察
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
サ
ウ
ジ
ー
は
社
会
主
義
者
オ
l
エ
γ
に
ま
で
共
感
を

も
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
サ
ウ
ジ
ー
は
、
産
業
革
命
へ
の
根
本
的
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
進
歩
主
義
の
立
場
で
は
な
く
、
工
場
制
、

児
童
労
働
、
労
働
者
の
窮
乏
、
都
市
化
の
弊
害
な
ど
の
産
業
革
命
が
も
た
ら
す
種
々
の
社
会
矛
盾
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
取
り
除
こ
う
と
す
る

改
良
主
義
に
立
っ
て
い
た
。
但
し
、
こ
の
改
良
の
主
体
と
し
て
サ
ウ
ジ
l
が
想
定
し
て
い
た
の
は
「
教
会
と
国
家
」
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で



は
国
民
自
身
は
改
良
の
主
体
で
は
な
く
救
済
の
対
象
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
サ
ウ
ジ
ー
に
と
っ
て
、
社
会
改
良
は
何
よ
り
も
先
ず
、
国
民
自

身
の
改
良
・
向
上
を
基
礎
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
た
め
に
具
体
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
に
よ
る
宗
教
教
育
が
重
視
さ
れ

場
サ
ウ
ジ
ー
が
期
待
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
改
良
の
主
体
は
積
極
的
な
国
家
で
あ
っ
た
。
サ
ウ
ジ
ー
が
対
決
し
て
い
る
の
は
、
司
ハ
ミ
丸
、

マ
ル
サ
…
れ
か
ら
ご

l
レ
l
へ
と
つ
ら
な
る
経
済
的
自
由
主
義
の
系
譜
と
、
そ
の
帰
結
と
し
て
の
消
極
的
な
夜
普
国
家
論
で
あ
っ
た
。
サ

ウ
ジ
ー
に
よ
れ
ば
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
社
会
矛
盾
の
究
極
の
原
因
は
社
会
的
経
済
的
公
平
の
欠
如
で
あ
っ
て
、
公
平
の

回
復
と
い
う
こ
の
課
題
の
解
決
が
未
発
達
の
国
民
に
依
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
国
家
の
積
極
的
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

サ
ウ
ジ
l
の
主
張
は
、
政
府
が
一
方
で
救
貧
対
策
を
行
な
い
、
他
方
で
経
済
問
題
に
介
入
し
、
た
と
え
ば
公
債
廃
止
の
方
向
で
は
な
く
む

し
ろ
こ
れ
を
活
用
し
て
投
資
に
よ
っ
て
雇
用
や
公
共
事
業
、
産
業
振
興
を
す
す
め
た
り
、
税
政
策
に
よ
っ
て
積
極
的
に
社
会
的
公
平
を
実

現
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
品
~
。
マ
コ
l
レ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
サ
ウ
ジ
ー
は
社
会
科
学
の
素
人
に
は
違
い
な
い
が
、

自
由
主
義
の
旗
手
マ
コ
l
レ
ー
よ
り
も
む
し
ろ
ト
l
p
ー
で
あ
る
サ
ウ
ジ
l
の
方
が
、
自
由
主
義
的
諸
改
革
を
先
取
り
し
え
た
し
現
代
の

福
祉
国
家
に
ま
で
つ
な
が
る
展
望
を
も
ち
え
た
の
で
あ
ゐ
。
こ
の
よ
う
な
サ
ウ
ジ
l
の
立
場
は
党
派
的
に
は
い
わ
ゆ
る
ト

I
P
-
-
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
と
よ
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
ロ
マ

γ
派
サ
ウ
ジ
l
に
お
け
る
詩
の
精
神
が
、
自
由
主
義
的
・
個
人

主
識
的
な
レ
ッ
セ
・
フ
デ
l

ル
の
世
界
観
の
狭
い
視
野
を
、
社
会
的
経
済
的
公
平
と
い
う
も
っ
と
広
汎
な
国
民
的
・
人
間
的
視
野
へ
と
拡

大
さ
せ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
、

詩の政治学

サ
ウ
ジ
l
の
積
極
的
国
家
観
を
背
後
か
ら
支
え
て
い
た
サ
ウ
ジ
l
の
家
父
長
制
国
家
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。
サ
ウ
ジ
ー
は
産
業
革
命
に
よ
る
経
済
的
進
歩
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
封
建
的
家
父
長
制

国
家
そ
の
も
の
へ
の
復
帰
も
不
可
能
だ
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
サ
ウ
ジ
ー
が
、
産
業
革
命
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
時
代
に
あ
え
て
家
父
長

制
国
家
を
対
置
し
た
の
は
、
平
準
化
、
原
子
化
、
功
利
化
し
て
い
く
社
会
と
こ
れ
を
放
置
す
る
夜
替
国
家
に
欠
如
し
た
も
の
を
家
父
長
制
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脱

社
会
の
中
に
見
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
サ
ウ
ジ
ー
に
よ
れ
ば
、
主
人
と
従
者
の
聞
の
、
監
督
と
扶
助
、
優
し
さ
と
敬

愛
の
よ
う
な
縦
の
共
感
で
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
計
算
づ
く
で
は
な
く
思
い
や
り
あ
ふ
れ
、
個
々
人
に
そ
れ
ぞ
れ
ふ
さ
わ
し
い
位
置
づ
け

《
舘
》

が
与
.
え
ら
れ
た
秩
序
あ
る
社
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
発
想
の
前
提
に
は
、
全
体
の
中
で
、
つ
ま
り
全
体
と
の
有
機
的
関
連
に
お
い
て
、

個
人
を
見
出
す
と
い
う
、
社
会
の
全
体
的
把
担
の
精
神
|

1
十

J

な
わ
ち
ロ
マ

γ
派
に
お
け
る
持
の
精
神
ー
ー
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
サ
ウ
ジ
l
は
、
詩
の
精
神
に
よ
っ
て
、
社
会
を
統
一
あ
る
全
体
と
し
て
把
揮
し
個
を
全
体
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個

人
が
た
ん
な
る
原
子
的
個
と
し
て
で
は
な
く
社
会
的
意
味
を
も
っ
個
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
有
機
体
的
社
会
を
理
想
と
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
サ
ウ
ジ
1
の
政
治
思
想
は
、
伝
統
的
共
同
体
の
理
想
化
・
詩
化
と
い
う
点
で
ワ
l
ズ
ワ
ス
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
と
軌
を
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諭

一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(2) 

改
革
の
詩
化
ー
ー
シ

Z
P
I
l
l

v
a
p
l
に
お
け
る
詩
の
精
神
は
、
全
体
を
一
者
と
し
て
、
ま
た
、
自
己
を
そ
の
有
機
的
一
部
と
し
て
と
ら
え
る
能
力
と
と
も
に
、
詩

が
本
来
も
っ
て
い
る
能
力
で
あ
る
自
己
改
革
・
社
会
改
革
の
飽
力
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
前
者
は
反
啓
蒙
主
義
的
側
面
で
あ
っ
て
特
に
ロ

マ
γ
派
第
一
世
代
に
顕
著
な
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
卦
啓
蒙
主
義
的
側
面
で
あ
っ
て
シ
エ
リ
ー
に
特
に
顕
著
で
あ
る
。
現
在
が
未
来
を
内

《

nv

包
す
る
芽
で
あ
る
と
い
う
発
想
は
コ

l
ル
リ
ッ
ジ
哲
学
に
も
あ
る
が
、
シ

a
p
l
に
お
い
て
詩
の
精
神
は
改
革
の
精
神
と
し
て
も
っ
ぱ
ら

未
来
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
詩
人
は
立
法
者
で
あ
り
予
言
者
で
あ
っ
た
。
産
業
革
命
の
時
代
精
神
が
人
間
存
在
を
根

本
か
ら
腐
蝕
し
か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感
と
、
こ
れ
を
克
服
す
る
に
は
詩
の
精
神
に
よ
る
以
外
に
は
な
い
と
い
う
認
識
に
お
い
て
、
ロ
マ

γ
派
第
一
世
代
も
シ
エ
リ
ー
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
前
者
が
政
治
的
に
保
守
的
傾
向
を
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
シ
エ
リ
ー
は
そ

の
急
進
的
政
治
姿
勢
か
ら
第
一
世
代
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
た
と
え
サ
ウ
ジ
ー
が
社
会
主
義
者
オ
l
エ
γ
や
協
同
組
合
運
動
に
共
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感
を
示
し
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
家
父
長
的
な
責
任
感
と
慈
善
心
を
越
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
、

γ
z
p
l
は
社
会
的
正
義

へ
と
関
心
を
向
け
て
貧
富
の
極
端
な
懸
隔
を
時
代
の
最
大
の
問
題
と
み
た
。
た
と
え
ば
公
償
問
題
を
と
っ
て
み
て
も
、
サ
ウ
ジ
ー
は
労
働

者
の
窮
乏
を
解
決
す
る
た
め
に
国
家
が
公
債
を
積
極
的
に
活
用
し
て
公
共
事
業
を
行
な
う
こ
と
を
提
案
し
た
の
に
対
し
て
、
シ
エ
リ
ー
は
、

従
来
の
地
主
貴
族
に
加
え
て
新
た
に
、
労
働
者
の
犠
牲
に
お
い
て
公
債
貴
族
が
成
立
し
つ
つ
あ
る
点
を
批
判
し
、
イ
ギ
リ
九
国
民
の
大
部

分
の
人
々
の
貧
困
の
原
因
を
宮
の
不
平
等
な
配
分
に
求
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
公
債
の
廃
止
を
改
革
の
第
一
順
位
に
あ
与
さ
ら
に
、

γ
a
p
l
の
洞
察
は
公
債
論
か
ら
財
産
論
に
ま
で
及
ぶ
。
つ
ま
り
シ

z
p
l
は
財
産
を
、
労
働
に
よ
る
正
当
な
財
産
と
、
纂
奪
に
よ
る
不

《
侃
包

当
な
財
産
と
に
分
類
し
、
国
家
全
体
を
担
保
に
国
民
全
体
の
税
金
と
い
う
犠
牲
に
お
い
て
支
払
わ
れ
る
公
債
の
利
払
い
が
、
公
債
貴
族
の

不
当
な
不
労
所
得
と
な
っ
て
い
る
構
造
を
批
判
し
て
い
一
枚
ま
た
シ
エ
リ
ー
は
、
こ
の
二
重
の
貴
族
制
の
成
立
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
労

働
時
間
に
対
す
る
実
質
的
報
酬
が
低
下
す
る
と
い
う
剰
余
価
値
的
発
想
に
ま
で
達
す
る
の
で
お

γ

ま
た
、
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
ロ
マ

γ
派
第
一
世
代
の
詩
人
た
ち
は
反
対
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ジ

a
p
l
は
、
先
ず
、
議
会
自

身
の
手
に
よ
っ
て
腐
敗
選
挙
区
の
廃
止
、
選
挙
権
の
財
産
制
限
の
緩
和
、
三
年
制
議
会
な
ど
の
改
革
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
鳩
o

し
か
し
こ
れ
が
実
現
し
な
い
場
合
に
は
シ

a
p
1
は
、
国
民
へ
の
宣
伝
と
啓
発
、
公
開
の
政
治
組
織
や
集
会
あ
る
い
は
非
暴
力
の
消
極
的

《
却
》

抵
抗
と
い
っ
た
方
法
で
普
通
平
等
選
挙
制
へ
移
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
シ

a
p
l
の
『
議
会
改
革
に
関
す
る
哲
学
的
見
解
』

の
其
窓
は
、
一
方
で
た
し
か
に
、
急
進
主
義
の
高
揚
の
中
で
不
可
避
と
恩
わ
れ
た
内
乱
を
回
避
す
る
こ
と
で
あ
っ
丸
刈
、
他
方
で
、
具
体

的
で
現
実
的
政
策
を
か
か
げ
な
が
ら
共
和
制
と
社
会
的
公
正
の
実
現
と
い
う
理
想
に
向
か
っ
て
た
ゆ
ま
ぬ
改
革
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
あ

っ
た
。
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ロマ

γ
派
第
一
世
代
と
γ
z
p
1
の
こ
の
よ
う
な
政
治
姿
勢
の
違
い
は
、
両
者
の
歴
史
意
識
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
思
わ
払
泌
o

た
と

え
ば
2
1
ル
り
ッ
ジ
の
歴
史
意
識
に
つ
い
て
み
る
と
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
啓
蒙
主
義
の
単
純
な
進
歩
史
観
や
機
械
的
因
果
論
に
対
し
て
、



説

歴
史
を
理
念
の
自
己
展
開
と
み
て
い
る
。
コ
ー
ル
リ
ヅ
ジ
の
『
政
治
家
提
要
』
の
意
図
は
、
政
治
的
指
導
者
た
ち
に
、
理
念
の
ひ
と
つ
の

歴
史
的
典
型
で
あ
る
、
聖
曹
に
描
か
れ
た
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
へ
の
洞
察
と
予
言
の
力
を
養
っ
て
国
家
と
国
民
を
指
導
す

る
よ
う
勧
め
る
こ
と
に
あ
っ
鳩
。
こ
の
歴
史
観
は
歴
史
を
い
わ
ば
客
観
的
に
洞
察
し
観
照
す
る
立
場
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
積
極
的
に
歴

史
に
関
わ
っ
て
こ
れ
を
主
体
的
に
変
革
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
弱
い
。
つ
ま
り
、
コ
ー
ル
リ
ヅ
ジ
に
と
っ
て
歴
史
は
、
そ
れ
を
貫
く

有
機
体
的
実
在
と
し
て
の
理
念
の
属
性
か
ら
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
通
し
て
い
わ
ば
生
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
主
体
的
に
変
革
し
て

い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

む
む

こ
れ
に
対
し
て
、
シ
エ
リ
ー
は
、
歴
史
を
「
基
本
的
に
自
由
の
勢
力
と
専
制
の
勢
力
の
二
つ
の
勢
力
の
聞
の
闘
争
」
と
見
て
、
こ
の
ニ

ハお〉

元
論
的
対
立
の
中
で
、
一
種
、
千
年
王
国
に
対
す
る
よ
う
に
未
来
へ
の
改
革
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
れ
は
、
あ
る
い
は
進
歩

の
歴
史
観
と
よ
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
啓
蒙
主
義
の
現
状
讃
美
的
な
楽
観
的
進
歩
史
観
と
は
異
質
で
あ
る
。
具
体
的
に
み
る
と
、
シ
エ

リ
ー
の
『
議
会
改
革
に
関
す
る
哲
学
的
見
解
』
の
第
I
章
は
、
ヨ
l
ロ
y
パ
史
を
、
中
世
以
来
の
専
制
に
対
す
る
自
由
の
闘
争
で
あ
り
、

《

甜

》

し
か
も
ま
だ
自
由
の
進
歩
が
な
お
も
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
、
二
元
論
的
対
立
で
描
い
て
い
る
。
ま
た
シ
ェ
p
l
は
た
と
え
ば
、
フ
ラ

γ

ス
革
命
に
つ
い
て
も
進
歩
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
評
価
し
て
は
い
る
が
同
時
に
こ
れ
も
未
完
の
草
命
と
位
置
づ
け
て
、
フ
ラ

γ
九
の
現
状

を
か
つ
て
の
イ
ギ
リ
九
王
政
復
古
期
に
擬
仏
核
こ
う
し
て

γ
;ー
は
物
質
的
知
的
改
革
・
進
歩
と
い
う
、
啓
蒙
主
義
に
よ
る
近
代
化

に
一
定
の
評
価
を
与
え
な
お
、
さ
ら
に
こ
れ
を
超
え
る
も
の
と
し
て
詩
に
よ
る
無
限
の
改
革
の
必
要
性
を
訴
え
る
の
で
お
。

ロ
マ

γ
派
第
一
世
代
に
お
い
て
は
、
歴
史
を
洞
察
す
る
と
い
う
姿
勢
、
あ
る
い
は
歴
史
の
う
ち
に
社
会
の
理
想
を
求
め
る
と
い
う
姿
勢

が
、
と
も
す
れ
ば
歴
史
へ
の
主
体
的
関
わ
り
あ
い
の
弱
さ
を
生
み
、
そ
の
こ
と
が
政
治
的
に
保
守
的
な
傾
向
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
シ
z
p
l
は
詩
に
よ
る
無
限
の
改
革
、
歴
史
の
進
歩
お
よ
び
自
由
の
拡
大
を
説
い
た
が
、
こ
こ
に
、
詩
の
原
理
に
よ
っ
て
歴
史
を
変

え
て
い
く
、
歴
史
へ
の
積
極
的
主
体
性
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
シ
ェ
p
l
の
急
進
的
政
治
姿
勢
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
啓
蒙
主
義
は
政
治
と

論
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歴
史
の
領
域
に
お
け
る
作
為
の
主
体
の
形
成
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
理
性
会
l
ル
リ
ッ
ジ
の
用
語
法
で
は
「
悟
性
」
〉
と
い
う
枠
内

に
お
け
る
主
体
性
で
あ
っ
た
。
シ
エ
リ
ー
は
こ
の
枠
を
超
え
て
、
人
間
の
能
力
の
点
で
も
っ
と
拡
大
さ
れ
も
っ
と
未
来
へ
と
駆
り
立
て
ら

れ
る
歴
史
的
主
体
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
シ

a
p
l
に
お
い
て
、
持
の
精
神
は
政
治
思
想
の
面
で
、
改
革
の
詩
化
、

つ
ま
り
改
革
へ
の
限
り
な
い
理
想
主
義
的
衝
動
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
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一
蹄
考
、
一
一
占
ハ

i
一
一
八
買
春
照
。

ハ
5
〉
伊
句
・
当
日
間
Z
A
W島・・。
hv-nhFQES晶画
H
O
Z
O
ロ〉匂・
un
由民・

ハ6
〉
第
三
論
考
、
四
三
i
四
六
頁
ハ
「
国
民
教
会
簡
」
〉
。

ハ7
〉
問
、
三

-
i三
ニ
買
。

ハ
8
〉
問
、
ニ
七
頁
。

(
9
〉
本
愉
第
I
寧
九
五
頁
(
注
〉
〈
却
)
審
照
。

(
叩
)
ヨ
1
ル
p
y
ジ
の
「
議
会
主
権
批
判
」
に
つ
い
て
は
、
第
三
論
考
、
一
-
一
九
i
四
一
頁
彦
照
。

(
日
)
ヨ
l
ル
p
ッ
ジ
に
お
け
る
ナ

v
a
ナ
p
ズ
ム
の
強
調
は
、
ジ
ヤ
コ
ピ
ユ
ズ
ム
の
コ
ス
モ
ポ

p
テ
イ
ズ
ム
や
功
利
主
義
の
原
子
飴
的
社
会
観
へ
の

対
抗
手
段
と
し
て
の
意
味
あ
い
が
強
い
。
ハ
第
三
論
考
、
三
ニ
f
E
三
回
頁
。
〉

(
臼
〉
こ
の
『
γγ
ト
ラ
協
定
論
』
に
お
け
る
ワ
1
ズ
ワ
ス
の
社
会
構
想
に
つ
い
て
は
、
第
四
論
考
、
二
四

O
iニ
四
三
頁
彦
照
。

ハ
日
)
第
四
論
考
、
ニ
四
三

1
二
四
四
頁
。

ハ
M
〉
問
、
ニ
四
四

i
ニ
四
六
頁
。

ハ
日
〉
本
論
第
I
章
九
五
貰
〈
注
〉
ハ
担
〉
参
照
。
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ハ・時〉

M
N

・
ωoロ
昏

oF
旬、

3
5ヨ
a
h向。
5
考
会
向
。
宮
古

S
号
、
、
。
旬
、

8

8弘
、
、
。
も
R
H旬
。
、

hunrq・
M
4
0
F
H
∞
岡
崎
・
ハ
以
下
、

。。
h
N
O

官
官
と
略
す
。
)
第
六
飴
考
は
岡
宮
ハ
但
し
、
第
二
版
本
、
一
八
一
三
年
を
用
い
た
〉
の
分
析
を
通
し
て
、
サ
ウ
ジ
1
の
歴
史
観
、
産

業
革
命
観
、
国
家
像
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

ハ
ロ
〉
サ
ウ
ジ
l
の
改
良
主
義
は
、
そ
の
歴
史
視
に
基
づ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
。
。
向
。
宮
町
号
の
登
場
人
物
の
、
楽
観
的
進
歩
論
者
モ
シ
テ
ジ
ノ
ス

も
歴
史
へ
の
悲
観
齢
者
ト
マ
ス
・
モ
ア
の
い
ず
れ
も
サ
ウ
ジ
l
の
分
身
で
あ
る
が
、
サ
ウ
ジ
l
の
其
の
立
場
は
、
社
会
矛
盾
を
直
視
し
つ
つ
も
、

ル
ソ
ー
の
よ
う
な
「
一
逆
説
的
知
性
」
ハ
。
。
向
。
宮

hsea-h
同v

・
s・
〉
の
原
理
に
よ
る
た
ん
な
る
文
明
批
判
者
で
も
な
い
、
改
良
主
銭
的
進
歩
主

義
に
あ
っ
た
。
ハ
第
六
勘
考
、
四
四

i
四
九
寛
容
照
。
〉

ハ
四
〉
サ
ウ
ジ
I
の
宗
教
教
育
の
重
視
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
同
・

ωoEra-hvsh京
足
。

a
h
g弘
、

a
E
n
a
L∞
S
・(同同町田
H
C
E
4・M

M

H

O

F

同
喝
。
ハ
以
下
、
慰
留
い
冒
と
略
す
。

)
g
h・
M
l
M
M
W・8
1
M
m
・
拳
照
。

ハ
m
v
A
・
ス
ミ
ス
の
人
間
観
に
対
す
る
サ
ウ
ジ
1
の
批
判
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
原
語
句

hvgE・
3
・ロ

Htロ
ω
・
、
マ
ル
ザ
ス
批
判
に
つ
い
て
は

た
と
え
ば
、
拘

gh京
g
E・
宅
・
也
H
I
S
-
審
照
。

ハ
却
〉
第
六
愉
考
、
六
一

i
六
ニ
頁
。

&
P
の
O
F
r
s・同民連一
S
K
切

ミ

:

ミ

号

同

gr
a
h
a宮
崎
嶋
崎
宏
匂
勘
定

S
H
v
n
S
E
q・
2
-
g
h
w

C
P
4司
E
・
忌
M
由〉同
M
M
M

・M
H
o
-
M
ロ・

ハ
幻
〉
マ
ヨ
l
レ
ー
に
よ
る
サ
ウ
ジ
1
の
む
志
向
良
吉
批
判
に
つ
い
て
は
、
岡
弘
常

zav同
shg-et・
g・
2
0・
8
0・〉句

g
g
q
H∞
ω0・

田哲

-
S∞t
m
m
u・
参
照
。
と
く
に
両
者
の
歴
史
観
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
第
六
簡
考
、
五
一
貫
〈
注
X
M
C彦
照
。

〈
沼
〉
町
。
向
。
A
叫

H
h
r
p
e
a
-
H・目
v

・4

可申・
M
M
M
M

・
句
ω
t
定
・

ハ幻〉

ω・
宮
4

同v
・
s・

ハM
)

同M

・同
4
M
M
M
V

・ミtωMU喝・ωAF・

ハ
m
v
p邑
4
8・勾
t
g・

ハ
お
〉
H
E
P
-
刷
M
M
M

・忠

t
g・

ハ幻〉

H
F向
島
』
噌
M
M
-
M
也t
ω
0・

〈
お
〉
M
V
E
-
-同
Mhm・

(

鈎

〉

MVMP
・
S-h弓
t
怠・

論
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ハぬ》し『・

MV・
0
g
g
p
句

Zhhe.崎
、
。
hhHhqhHN

吋
ぎ
Ha--FP
ハZ
O
C
H
S
-
H
U
S
V
同V

・g

ハ泊
v
b
h
u
v
p
ミと
s
h
g
s
b、
同

$
3
に
つ
い
て
は
、
同
・
司
・

0
E
E・

e・
5
・・

3
・
2
1勾
・
で
ま
と
ま
っ
た
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ハ
mv
館
五
輪
考
、
ニ

O
三
1
ニ
O
八
頁
審
照
。

ハ
ね
》
第
二
歯
考
、
一
一
六
i
一
一
八
頁
審
照
。

ハ
鈍
)
開
・

2
・
P
目。同
O
P
Jロ
5
ω
S
E
M
V
V巴
08MMFM『
O同
ω
r
o
E
4・
ハ
ロ
・
国
-
F
E
S
宮内向

ω・回・

M
M
0
4
5
B
o
p
-
句、

Ehpq.旬、。
a
q
h吉
弘

h
U
3
5
4『・
d
q

・
2
0
2
o
p
h
w
の。目
MMgM『・
H
S
3目
M-mMM・

ハ
お
〉

d
q・河
-
p
s
B巴
】
・

ωvozo
ユ
H
U
E
-
8
8
Z
o町
田
町

HO円
三
〉
問
。

tooロ
田
町
色

O
B仲間
o
p
〈
同
町
宮
崎
'
匂
一
宮
町

r
H
-
p
s
a
p
e
a
-
N
M吋
tNU門
岡
・

H
由
吋

Mlω
・〉同
v

・g
・

ハ
お
〉
第
五
輪
考
、
ニ

O
四
i
ニ
O
五
頁
参
照
。

ハM

む
司
・
同
a
沼
y
Z
I
g
-

ハ犯〉

U
J
s
n
y
l
は
啓
欝
主
義
に
対
し
て
、
そ
の
進
歩
性
を
評
価
す
る
色
・
河
・
・
問
者
・
∞

t
u・
〉
と
同
時
に
、
そ
の
限
界
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
フ
ラ
γ
ス
啓
磁
哲
学
者
に
つ
い
て
、

U
J
S
P
1
は
、
彼
ら
が
「
そ
の
下
で
そ
の
闘
が
坤
吟
し
て
い
た
お
そ
る
べ
き
抑
圧
と
の
闘
い
の
結
論

へ
と
導
い
た
新
し
い
哲
学
の
う
ち
で
最
も
一
般
受
け
す
る
部
分
を
と
り
あ
げ
て
、
彼
ら
の
宗
教
的
仲
介
者
と
政
治
的
抑
圧
者
の
虚
偽
を
人
類
に
周

知
せ
し
め
た
」
が
、
「
哲
学
者
と
し
て
み
た
場
合
、
彼
ら
の
誤
り
は
主
に
視
野
の
限
界
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
其
理
を
述
べ

た
が
、
真
理
全
体
を
述
べ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
」
ハ
司
・
戸
ゐ
・
也
・
〉
と
評
価
し
て
い
る
。

〈鈎〉

MM・
同
・
・
冨
y
g
I
N
C・

お
わ
り
に

詩の政治学

フ
ラ

γ
兵
革
命
、
産
業
革
命
、
議
会
改
革
は
、
そ
れ
ぞ
れ
啓
穣
主
義
の
嫡
子
で
あ
る
ジ
ャ
ヨ
バ

γ
主
義
、
商
業
精
神
、
功
利
主
義
に
よ

っ
て
荷
な
わ
れ
た
。
第
I
章
で
み
た
よ
う
に
、
ロ
マ

γ
派
の
詩
人
た
ち
は
こ
れ
ら
の
思
想
の
中
に
、
抽
象
的
理
性
の
偏
頗
な
一
面
的
支
配

や
悟
性
の
過
剰
な
支
配
を
見
て
、
人
間
知
性
の
分
解
や
枯
渇
・
散
文
化
と
い
う
危
機
を
直
感
し
て
い
た
。
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説

こ
の
よ
う
に
、
啓
蒙
主
義
を
受
け
つ
ぐ
時
代
精
神
が
散
文
の
時
代
精
神
で
あ
り
分
析
と
分
解
の
原
理
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
ロ
マ

γ
主

義
は
第
E
章
で
明
ら
か
な
よ
う
に
跨
の
精
神
で
あ
り
、
人
間
と
社
会
に
お
け
る
総
合
と
創
造
の
原
理
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
ロ
マ

γ
派
の

詩
の
精
神
は
、
先
ず
第
一
に
、
個
人
の
レ
ベ
ル
で
は
、
全
体
的
知
性
の
回
復
、
つ
ま
り
よ
り
高
次
の
次
元
で
全
体
を
一
者
と
し
て
把
揮
す

る
衝
動
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
は
総
合
的
・
創
造
的
自
哉
の
回
復
と
拡
大
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
ロ
マ

γ
派
の
詩
の
精
神
は
、

社
会
の
レ
ベ
ル
で
は
、
近
代
社
会
の
原
子
論
的
傾
向
に
対
抗
し
て
、
国
家
や
社
会
を
ひ
と
つ
の
生
き
た
全
体
と
し
て
把
握
す
る
社
会
的
紐

帯
・
共
感
の
回
復
に
向
か
う
の
で
あ
る
。

〈熊法却号'86) 114 

輪

さ
ら
に
こ
の
詩
の
精
神
は
、
第
E
章
で
コ
l
ル
リ
ッ
ジ
、
ワ

1
ズ
ワ
ス
、
サ
ウ
ジ
1
、

v
z
p
!と
個
別
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
政
治
の
世
界
に
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
は
基
本
的
に
詩
の
精
神
の
、
社
会
と
歴
史
へ
の
拡
大
で
あ
っ
て
、
以
下
の
構
造
を
な
し
て
い

る
。
先
ず
第
一
に
、
ワ
1
ズ
ワ
ス
は
想
像
力
を
小
さ
な
共
同
体
か
ら
国
家
や
国
際
社
会
に
拡
げ
よ
う
と
し
た
し
、
コ
ー
ル

p
y
ジ
は
国
家

と
憲
法
を
理
念
と
い
う
次
元
で
有
機
体
的
全
体
と
し
て
再
生
さ
せ
た
。
コ
l
ル
り
ッ
ジ
に
お
け
る
国
家
は
、
一
方
で
均
衡
と
自
由
を
そ
の

基
本
原
理
と
し
な
が
ら
他
方
で
有
機
的
に
結
合
し
た
全
体
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
社
会
を
統
一
あ
る
全
体
と
見
る
点
で
サ
ウ
ジ
ー
も
ワ
1
ズ

ワ
ス
や
コ

1
ル
リ
ッ
ジ
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
紐
帯
の
原
理
は
、
ロ
マ

γ
主
義
の
創
造
的
自
我
を
座
標
の
中
心
と
し
て
、

い
わ
ば
座
標
の
検
軸
の
方
向
へ
の
想
像
力
の
拡
大
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

社
会
と
い
う
、

次
い
で
、
ロ
マ

γ
派
の
詩
の
精
神
は
歴
史
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
拡
大
す
る
。
啓
蒙
主
義
は
歴
史
意
識
の
欠
如
を
特
徴
と
す
る
が
、

マ
γ
派
は
、
現
在
と
い
う
時
点
に
過
去
の
帰
結
と
未
来
の
萌
芽
を
見
ょ
う
と
す
る
連
続
し
た
歴
史
意
識
を
も
っ
。
ロ
マ

γ
派
に
と
っ
て
人

間
も
社
会
も
歴
史
的
存
在
で
あ
っ
て
、
人
聞
は
想
像
力
に
よ
っ
て
歴
史
的
に
自
我
を
拡
大
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
的
想
像
力
が
、

創
造
的
自
我
と
い
う
座
標
の
中
心
か
ら
、
歴
史
と
い
う
、
い
わ
ば
座
標
の
縦
軸
の
方
向
へ
と
拡
大
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
歴
史
的

想
像
力
の
拡
大
が
過
去
へ
向
け
ら
れ
る
と
、
た
と
え
ば
コ

1
ル
リ
タ
ジ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
理
念
化
、
ワ
l
ズ
ワ
ス
に
お
け
る
農 ロ



 
村
共
同
体
や
サ
ウ
ジ
ー
に
お
け
る
家
父
長
制
国
家
の
理
想
化
と
い
う
形
で
、
保
守
的
性
格
を
帯
び
て
あ
ら
わ
れ
る
。
他
方
、
歴
史
的
想
像

力
が
未
来
ヘ
向
け
ら
れ
る
と
、
ち
ょ
う
ど
シ
エ
リ
ー
に
お
け
る
よ
う
に
、
理
想
化
さ
れ
た
未
来
に
向
か
っ
て
無
限
の
改
革
を
す
す
め
る
こ

と
に
な
り
、
こ
の
点
か
ら
、
急
進
的
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ロ
マ

γ
派
の
政
治
思
想
は
、
社
会
や
国
家
を
社
会
的
紐
帯
で
結
ぼ
れ
た
歴
史
的
存
在
と
み
て
、
こ
れ
を
理
念
化
し
て
い
く

い
わ
ば
共
同
体
の
詩
化
と
、
時
に
よ
る
無
限
の
改
革
を
志
向
す
る
い
わ
ば
改
革
の
詩
化
と
い
う
こ
つ
の
方
向
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
ロ
マ

γ
派
は
、
近
代
化
に
よ
っ
て
分
解
し
て
い
く
知
性
と
自
我
に
対
し
て
は
総
合
的
知
性
と
創
造
的
自
我
を
、
そ
し
て

ま
た
こ
の
自
我
と
と
も
に
分
解
し
て
い
く
社
会
に
対
し
て
は
社
会
的
紐
帯
と
歴
史
的
連
続
性
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
ロ
マ

γ
派
詩
人
た
ち
は
、
社
会
と
歴
史
と
い
う
場
に
お
い
て
、
想
像
力
に
よ
っ
て
自
己
を
全
体
と
無
限
に
繋
い
で
人
間
と
社
会
の
あ
る

べ
き
姿
を
追
求
し
た
。
こ
う
し
て
ロ
マ

γ
主
義
政
治
思
想
は
、
現
実
政
治
を
あ
る
べ
き
理
念
の
観
点
か
ら
根
本
的
に
見
直
し
時
化
す
る
理

想
主
識
的
性
格
を
最
大
の
特
徴
と
す
る
。

次
に
国
家
論
の
観
点
か
ら
み
る
と
、

ロマ

γ
派
は
、
た
と
え
ば
ベ

γ
サ
ム
功
利
主
畿
の
必
要
感
国
家
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
自
由
主
義

的
な
夜
雄
官
国
家
観
に
対
立
し
て
い
る
。
究
極
ま
で
の
個
人
主
義
と
レ
ッ
セ
・
フ

g
l
ル
を
原
則
と
す
る
夜
轡
国
家
観
に
対
し
て
、

主
畿
の
国
家
観
は
、
国
家
と
国
民
お
よ
び
国
民
相
互
が
想
像
力
に
よ
っ
て
有
機
的
に
つ
な
が
り
歴
史
的
国
民
的
一
体
感
を
も
も
う
る
共
同

体
的
国
家
で
あ
り
、
経
済
に
介
入
し
国
民
の
福
祉
を
自
ら
の
義
務
と
み
な
す
積
極
的
な
国
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
、
ロ
マ

γ
派

は

国

家

を

有

機

体

そ

の

も

の

と

み

て

い

る

わ

け

で

も

な

い

し

、

こ

の

点

ロマ

γ

詩の政治学

国
家
ハ
至
上
〉
主
義
や
全
体
主
義
と
は
立
場
を
異
に
し
て
お
り
、

は
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ

γ
主
義
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
云
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
憲
法
の
多
元
的
構
成
か
ら
均
衡
に
よ
る
伝
統
的
自
由
を
擁

護
し
よ
う
と
し
た
コ

1
ル
リ
ッ
ジ
の
憲
法
論
や
、
国
家
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
異
質
で
あ
っ
た
ワ
l
ズ
ワ
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

論
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
コ

l
ル
リ
ッ
ジ
が
、
功
利
主
義
者
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
議
会
改
革
論
に
対
し
て
、
こ
れ
を
議
会
ヘ
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説

の
権
力
集
中
と
議
会
専
制
主
義
の
倶
れ
の
あ
る
も
の
と
し
て
批
判
す
る
の
も
、
と
の
伝
統
的
自
由
主
畿
の
立
場
か
ら
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

イ
ギ
リ
九
・
ロ
マ

γ
派
は
原
子
化
す
る
社
会
構
造
に
対
し
て
共
同
体
社
会
と
そ
こ
で
の
社
会
的
紐
帯
の
回
復
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
同
時
に
、

有
機
体
そ
の
も
の
で
は
な
い
、
全
体
と
個
が
調
和
し
う
る
自
由
な
社
会
構
造
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
ロ
マ
ン
主
義
と
保
守
主
義
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
ロ
マ

γ
派
は
そ
の
創
造
的
積
極
的
な
人
間
観
・
社
会
観
に
お
い
て

保
守
主
義
と
同
一
視
し
う
る
も
の
で
は
に
ゆ
た
し
か
に
、

A
・
コ
バ

γ
の
よ
う
に
、
ワ

1
ズ
ワ
丸
、
コ
l
ル
リ
ッ
ジ
、
サ
ウ
ジ
ー
ら
の

ロマ

γ
派
を
「
十
八
世
紀
へ
の
反
抗
」
と
い
う
側
面
に
お
い
て
パ

l
p
と
同
列
に
論
じ
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
両
者
は
共
通
点
も
多
い
。

し
か
し
、
保
守
主
義
の
人
間
観
が
基
本
的
に
「
人
間
不
完
全
性
」
の
人
間
観
に
き
て
い
る
と
す
た
、
こ
れ
に
対
し
て
こ

γ
派
は
、

自
己
と
社
会
を
そ
の
理
念
に
お
い
て
む
し
ろ
つ
く
り
だ
し
て
い
く
創
造
的
自
我
と
い
う
積
極
的
人
間
観
を
抱
い
て
い
た
点
で
異
な
る
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
人
間
観
か
ら
、
そ
の
人
間
に
ふ
さ
わ
し
い
共
同
体
を
追
求
す
る
ロ
マ

γ
主
義
の
理
想
主
義
的
政
治
理
論
と
い
う
点
で
、

保
守
主
義
の
没
理
想
的
な
政
治
的
懐
疑
士
艇
と
も
異
質
で
あ
る
o

こ
れ
と
同
様
に
、
前
述
の
よ
う
に
急
進
的
性
格
を
も
っ
た
ご
り
1
の

政
治
論
に
し
て
も
、
ジ
ャ
コ
バ

γ
主
義
的
合
理
主
接
的
急
進
主
義
や
功
利
主
義
の
哲
学
的
急
進
主
義
と
は
、
そ
の
理
想
主
義
的
詩
的
性
格

に
お
い
て
異
質
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
政
治
思
想
と
し
て
の
ロ
マ

γ
主
畿
は
、
急
進
主
義
、
功
利
主
義
、
保
守
主
義
の
政
治
理
論
と
は
異
な
る
独
自
の
、
詩
の
政

論

治
学
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。

注ハ
1
v

た
と
え
ば
2
1
ル
リ
ッ
ジ
と
バ
l
グ
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
観
・
社
会
観
の
他
に
、
現
状
認
識
・
歴
史
認
識
な
ど
の
観
点
か
ら

今
後
、
独
立
し
た
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
コ
ー
ル

p
ヲ
ジ
は
『
教
会
と
国
家
』
で
「
進
歩
(
同
VHoms包
0
6

の
勢
力
」
を
社
会
発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
の
一
方
の
極
に
置
い
て
、
こ
れ
と
「
永
続

Q
R
g
g
g
g〉
の
勢
力
」
と
が
均
衡
す
べ
き
も
の
と
し
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て
積
極
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
ハ
の
・

hwmluVMM・
立

t
M也・〉

ハ2
〉
た
と
え
ば
バ

l
グ
と
ヨ

1
ル
p
y
ジ
に
つ
い
て
、
ヨ
バ
ソ
は
、
反
抽
象
、
自
然
縮
批
判
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
批
判
、
功
利
主
義
批
判
な
ど
の
点
で

両
者
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
〉
・

0
o
r
v
E・

e・民同・・同
M
W
・
5
ω
t
g
m
v
宅

-MgIHS-
宅・

H
a
l
H叫吋・

(

3

)

〉・

0
g
S
H
o
p
守
宮
、
。
同
町
崎
町
内
崎
。
、

L

『
語
、
可
否
a
h。
P
ハM
g
v
o円
骨
司
与
。
♂
包
吋
∞
〉
命
名
・

MMMM・
512H0・

〈4
)

グ
イ
γ
ト

γ
に
よ
れ
ば
、
ョ

l
ル
リ
ヲ
ジ
は
基
本
的
に
は
必
ず
し
も
政
治
的
懐
疑
主
義
と
は
去
え
な
い
。
〈
S
m
k・-宅・

2
1
4芯・〉

詩の政治学
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